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鈴
木
大
拙
『
日
本
の
霊
性
化
』
に
お
け
る
神
道
論

―
第
一
講
・
第
二
講
を
中
心
と
し
て
―

由

谷

裕

哉

一
、
問
題
の
所
在

　

筆
者
は
先
に
、
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
の
占
領
期
に
お
け
る
神
道
論
の
含
ま
れ
る
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』（
大
東
出
版
社
、

一
九
四
六
年
九
月
）
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
パ
ー
ト
に
つ
い
て
、
柳
田
國
男
に
よ
る
ほ
ぼ
同
時
代
の
神
社
・
神
道
論
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す

る
二
論
考
を
発
表
し
て
き
た
。
先
に
公
に
し
た
の
は
、
第
二
篇
「
日
本
的
霊
性
的
自
覚
」
の
第
二
講
と
柳
田
『
氏
神
と
氏
子
』（
小
山
書
店
、

一
九
四
七
年
）
所
収
「
敬
神
と
祈
願
」
と
の
比
較
で
あ
っ
た（

（
（

。
そ
こ
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
昨
年
、
同
書
第
一
篇
「
霊
性
的
日
本
の
建
設
」

と
柳
田
『
祭
日
考
』（
同
上
、
一
九
四
六
年
）所
収
「
氏
神
の
研
究
」
と
の
比
較
を
試
み
た（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
筆
者
が
大
拙
の
所
論
を
柳
田
の
ほ
ぼ
同
時
代
の
神
社
・
神
道
論
と
比
較
し
た
の
は
、
宗
教
学
の
関
一
敏
が
敗
戦
後
の
大
拙

と
柳
田
と
の
比
較
と
い
う
視
座
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と（

（
（

に
、
啓
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
拙
の
占
領
期
に
お
け
る
神
道
論
に

つ
い
て
今
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、
鎌
田
東
二（

（
（

や
小
堀
桂
一
郎（

（
（

が
痛
烈
な
批
判
を
加
え
て
い
た
が
、
そ
れ
が
主
と
し
て
こ
の
『
霊
性
的
日
本

の
建
設
』
に
絞
っ
た
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
筆
者
が
当
該
書
を
考
察
の
対
象
に
選
ん
だ
背
景
と
な
っ
て
い
た
。

　

と
は
い
え
、
大
拙
は
こ
の
翌
年
、『
日
本
の
霊
性
化
』（
一
九
四
七
年
一
一
月
）を
法
藏
館
よ
り
上
梓
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
神
道
論
な
い
し
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神
道
批
判
が
本
全
体
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
鎌
田
や
小
堀
に
よ
る
大
拙
神
道
論
批
判
の
射
程
に
、
同
書
は
ほ

ぼ
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た（

（
（

。
さ
ら
に
、
大
拙
自
身
は
同
書
の
「
序
」
で
、
こ
の
本
を
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
を
「
補
修
し
た
も
の
」
と

し
て
い
た
が
、『
日
本
の
霊
性
化
』
に
は
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
と
か
な
り
異
な
る
論
点
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
先
の
二
つ
の
拙
稿
の
よ
う
な
同
時
代
の
柳
田
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
離
れ
、
大
拙
『
日
本
の
霊

性
化
』
に
お
け
る
神
道
論
そ
の
も
の
を
考
察
対
象
と
す
る
。

　

具
体
的
に
分
析
を
進
め
る
た
め
、
本
稿
で
は
考
察
対
象
を
『
日
本
の
霊
性
化
』
の
中
で
主
に
神
道
論
な
い
し
神
道
批
判
が
扱
わ
れ
る
第

二
講
、
お
よ
び
そ
の
前
提
と
な
る
第
一
講
に
絞
る
こ
と
に
す
る
。
同
書
に
お
け
る
神
道
論
と
し
て
は
、
そ
の
後
の
第
三
講
で
も
議
論
さ
れ

る
が
、
第
二
講
と
は
少
し
観
点
が
異
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
問
題
を
絞
っ
て
考
察
し
た
い
た
め
に
第
三
講
は
主
要
な
考
察
対
象
と
し
て
と

り
あ
げ
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
「
講
」
と
は
同
書
「
序
」
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
が
も
と
も
と
大
谷
大
学
で
一
九
四
六
年
六
月
に
五
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ

た
講
演
の
筆
記
に
基
づ
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
の
為
も
あ
っ
て
か
文
体
は
で
す
ま
す
調
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
は
実

際
に
は
全
七
講
か
ら
な
っ
て
お
り
、
五
回
の
講
演
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
明
確
で
な
い
。
本
稿
で
は
、
次
節
で
同
書
の
内
的

な
構
成
を
検
討
し
、
全
七
講
の
う
ち
本
稿
で
取
り
上
げ
る
第
一
講
お
よ
び
第
二
講
の
位
置
づ
け
を
求
め
る
。

　

も
う
一
点
、
本
稿
で
の
考
察
に
お
け
る
方
向
性
を
明
記
し
て
お
く
。
と
い
う
の
も
、
本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
神
道
側
か
ら
の
大
拙
神
道

論
・
神
道
批
判
へ
の
反
批
判
と
、
目
的
が
異
な
る
。
筆
者
は
、
占
領
期
に
お
け
る
『
日
本
の
霊
性
化
』
を
含
む
大
拙
神
道
論（

（
（

の
主
要
な
枠

組
と
し
て
、
彼
独
自
の
「
霊
性
」
概
念
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
大
拙
が
著
作
の
形
で
同
概
念
を
本
格
的
に
用
い
始
め
た
の
は
『
浄
土
系

思
想
論
』（
一
九
四
二
年
）か
ら
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
の
『
禅
の
思
想
』（
一
九
四
三
年
）、
お
よ
び
敗
戦
頃
ま
で
書
き
継
が
れ
た
ら
し
い
『
禅
思

想
史
研
究
』
全
三
巻
も
、
前
面
に
は
現
れ
て
い
な
い
も
の
の
同
概
念
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
そ
の
意
味
で
筆
者

は
、「
霊
性
三
部
作
」
と
い
う
安
易
な
総
称
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る（

（
（

。
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と
も
あ
れ
、
本
稿
で
は
『
日
本
の
霊
性
化
』
に
お
け
る
大
拙
神
道
論
を
検
討
す
る
に
当
り
、
近
い
時
期
に
お
け
る
彼
の
浄
土
教
研
究
お

よ
び
禅
研
究
と
の
対
照
を
試
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
年
次
表
示
は
、
書
誌
の
刊
行
年
表
記
に
合
わ
せ
る
必
要
上
と
煩
雑
を
避
け

る
為
、
引
用
箇
所
で
の
転
記
を
除
い
て
西
暦
の
み
に
一
本
化
す
る
。

二
、『
日
本
の
霊
性
化
』
の
内
的
構
成

　

ま
ず
、『
日
本
の
霊
性
化
』
に
お
け
る
全
七
講
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
。

第
一
講　

今
日
の
世
界
と
日
本
的
霊
性

第
二
講　

霊
性
と
神
道

第
三
講　

神
道
の
非
世
界
的
性
格

第
四
講　

世
界
国
家
―
絶
対
王
権
―
自
我
主
義

第
五
講　

絶
対
主
権
の
国
家
観
と
神
国
思
想

第
六
講　

国
体
観
念
の
解
剖

第
七
講　

今
後
の
日
本
を
影
響
す
る
も
の
、
科
学
的
世
界
観
と
ア
メ
リ
カ
文
化

　

以
下
、
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
第
一
講
と
第
二
講
に
つ
い
て
は
短
く
概
要
す
る
に
留
め
、
第
三
講
以
降
に
つ
い
て
は
そ
れ
よ
り
や
や

詳
し
め
に
内
容
を
概
観
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
一
・
二
講
の
本
書
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
求
め
る
。
丸
括
弧
で
頁
数
を
付
記

す
る
場
合
、
岩
波
書
店
刊
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
八
巻（
一
九
六
八
年
、
旧
版
全
集
）に
よ
る
。

　

第
一
講
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
敗
戦
直
後
の
時
代
状
況
と
、
そ
こ
に
お
い
て
著
者
が
必
要
と
考
え
る
「
日
本
的
霊
性
」「
霊
性
的
自
覚
」「
霊
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性
的
直
覚
」
の
解
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
講
も
ほ
ぼ
タ
イ
ト
ル
通
り
で
、
前
半
は
日
本
の
霊
性
化
に
必
要
な
自
由
と
知
性
と
の
関
わ
り
、
後
半
は
神
代
の
巻
の
検
討
か
ら
和

辻
哲
郎
『
日
本
の
臣
道
』（
一
九
四
四
年
）の
所
論
を
参
照
し
、
末
尾
近
く
で
は
本
居
宣
長
に
も
触
れ
、
霊
性
的
直
覚
な
ど
の
概
念
を
使
用
し

て
そ
れ
ら
を
批
判
し
て
ゆ
く
。

　

第
三
講
も
第
二
講
と
同
じ
く
神
道
批
判
が
主
体
だ
が
、
少
し
観
点
が
異
な
る
。
帝
国
主
義
的
国
家
観
、
八
紘
一
宇
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
と
結

び
つ
い
た
神
道
的
心
理
態
と
比
較
す
る
た
め
に
普
賢
菩
薩
の
十
願
を
あ
げ
、
衆
生
を
非
情
の
世
界
を
も
含
む
と
す
る
よ
う
な
大
悲
願
が
な

い
と
島
国
根
性
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
す
る
。

　

そ
う
し
た
島
国
根
性
の
例
と
い
う
こ
と
か
、
下
程
勇
吉
『
日
本
倫
理
を
貫
く
も
の
・
ま
こ
と
』
の
概
要
へ
（
二
九
四
頁
）。
同
書
で
は

「
ま
こ
と
」、
正
直
を
倫
理
規
定
の
原
理
と
す
る
が
、
霊
性
的
直
覚
に
至
っ
て
い
な
い
。
神
道
を
語
る
全
て
の
人
が
記
紀
か
ら
宗
教
・
哲
学

を
描
こ
う
と
す
る
が
、
記
紀
の
神
々
は
絶
対
性
を
も
っ
た
存
在
で
は
な
い（
第
二
講
の
繰
り
返
し
）。
下
程
は
、
日
本
の
神
々
が
超
価
値
的
絶

対
性
を
持
つ
と
す
る
が
、
倫
理
や
政
治
に
お
い
て
絶
対
と
云
っ
て
は
い
け
な
い
。
日
本
だ
け
が
神
国
で
は
な
い
。
自
分
の
国
の
み
を
神
国

と
い
う
こ
と
は
軍
閥
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
と
し
て
都
合
良
く
、
神
道
は
万
国
征
服
の
道
と
な
る（
三
〇
三
頁
）。

　

第
四
講
は
国
家
に
関
す
る
や
や
散
漫
な
話
題
（
共
産
主
義
の
国
家
ソ
連
、
国
際
連
盟
と
国
際
連
合
、
等
な
ど
）、
そ
れ
と
対
照
的
に
八
紘
一
宇

や
天
皇
帰
一
に
世
界
性
が
無
い
と
の
批
判
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
前
講
ま
で
の
繰
り
返
し
で
あ
ろ
う
。
ほ
ぼ
唯
一
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
、
戦
後
に
米
国
の
飛
行
兵
が
自
分
の
爆
撃
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
々
に
負
う
気
持
ち
を
持
つ
と
い
う
タ
イ
ム
誌
へ
の
寄
稿
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
人
が
「
す
べ
て
人
は
神
に
造
ら
れ
て
平
等
で
あ
る
」
と
い
う
信
仰
を
持
っ
て
い
る
か
ら
彼
が
こ
の
よ
う
な
感
慨
を
持
っ
た

の
で
あ
り（
三
二
四
―
三
二
五
頁
）、「
八
紘
一
宇
」
に
よ
る
「
皇
軍
」
の
「
聖
戦
」
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
、
と
批
判
す
る
。

　

第
五
講
で
は
、
帝
国
主
義
的
な
行
過
ぎ
の
国
家
主
義
政
治
を
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
に
見
ら
れ
る
も
の
と
す
る
（
三
四
〇
頁
）。
軍
閥
時

代
の
日
本
は
何
で
も
力
で
服
従
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
尊
皇
の
道
か
ら
出
発
し
て
天
子
を
ア
ポ
セ
オ
サ
イ
ズ
し
て
現
人
神
と
し
、
遡
っ
て
天
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照
大
神
の
「
途
中
神
」
に
達
す
る
云
々
と
い
っ
た
国
家
観
、
神
聖
国
家
の
観
念
で
は
、
上
か
ら
下
へ
の
繋
が
り
の
み
が
強
化
さ
れ
、
下
々

の
奴
隷
根
性
の
発
展
を
助
長
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
尊
皇
の
伝
統
」
を
主
張
す
る
宣
長
や
和
辻
を
批
判
す
る
。

　

第
六
講
で
は
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
旧
来
の
国
体
観
を
概
要
し
て
批
判
す
る
。
上
に
君
主
、
下
に
臣
民
が
い
て
、
君
主
の
遠
祖
と
さ
れ
る

天
照
大
神
は
途
中
神
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
跋
扈
し
た
の
が
官
僚
で
あ
っ
た
（
三
六
四
頁
）。
人
間
に
は
霊
性
的
生
活
の
基
調
で
あ
る
自
由

が
あ
る
。
対
し
て
、
人
民
が
自
分
の
生
活
を
規
定
で
き
な
い
政
治
形
態
を
日
本
で
は
国
体
と
称
し
、
官
僚
政
治
が
強
権
を
持
つ
。

　

第
七
講
も
、
ほ
ぼ
タ
イ
ト
ル
通
り
の
内
容
で
あ
る
。
今
次
の
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
勝
利
に
は
、
科
学
的
優
秀
さ
が
背
景
に
あ
る
。

と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
勝
利
は
霊
性
的
な
も
の
（
キ
リ
ス
ト
教
）
に
よ
る
と
云
っ
て
も
よ
い
（
三
九
二
―
三
九
四
頁
）。
日
本
国
憲
法
の
制
定

は
、
霊
性
的
直
覚
の
一
面
で
あ
る（

（（
（

（
三
九
七
―
三
九
八
頁
）。
奴
隷
と
し
て
恵
み
に
浴
す
る
の
で
は
な
く
、
個
己
の
人
間
が
自
主
的
存
在
で
自

由
な
意
志
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
の
霊
性
化
に
必
要
と
な
る
。

　

最
後
に
占
領
下
に
つ
い
て
付
け
加
え
る
。
無
闇
に
ア
メ
リ
カ
を
崇
拝
す
る
必
要
は
な
い
が
、
彼
ら
が
理
想
主
義
者
で
あ
り
、
自
由
と
平

和
を
愛
す
る
人
達
で
あ
っ
た
こ
と
を
学
ぶ
必
要
は
あ
ろ
う
（
四
一
三
頁
）。
対
し
て
ソ
連
の
共
産
主
義
に
は
、
か
つ
て
の
独
伊
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る（
四
一
七
頁
）。
行
き
過
ぎ
た
国
家
主
義
、
侵
略
主
義
な
ど
の
体
制
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
第
七
講
ま
で
の
所
論
を
概
要
し
て
き
た
が
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
第
三
講
以
降
、
繰
り
返
し
が
多
く
な
る
。
と
も
あ
れ
、
第
一
講

お
よ
び
第
二
講
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
る
と
、
大
凡
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
講
で
は
、
本
書
全
体
の
課
題
と
な
る
敗
戦
に
至
る
日
本
の
国
家
や
政
治
と
神
道
と
の
関
わ
り
が
、「
霊
性
」
概
念
に
よ
っ
て
考
察

さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
第
三
講
以
降
の
細
部
で
議
論
さ
れ
る
テ
ー
マ
は
、
多
く
が
第
一
講
で
予
告
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
講
は
、
第
三
講
と
並
ん
で
神
道
論
が
プ
ロ
パ
ー
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
記
紀
の
神
代
の
巻
は
、
二
〇
二
一
年
拙
稿
で
も
見
た

よ
う
に
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
で
ほ
ぼ
考
察
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
の
議
論
が
注
目
さ
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
両
講
を
次
節
で
詳
し
く
見
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、『
日
本
の
霊
性
化
』
の
総
論
的
な
枠
組
お
よ
び
神
道
論
に
関

し
て
、
本
書
全
体
の
方
向
性
を
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

三
、『
日
本
の
霊
性
化
』
第
一
講
お
よ
び
第
二
講
の
概
要

　

以
下
、
ま
と
ま
り
毎
に
仮
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
掲
げ
、
そ
の
後
に
概
要
す
る
。
丸
括
弧
で
付
記
す
る
頁
数
は
、
岩
波
書
店
刊

旧
版
全
集
第
八
巻
の
そ
れ
で
あ
る
。

（
1
）　
第
一
講
「
今
日
の
世
界
と
日
本
的
霊
性
」

　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
今
次
の
大
戦
と
そ
の
周
辺

　

第
一
講
で
は
、
緒
言
的
な
意
味
合
い
で
、
今
次
の
大
戦
に
つ
い
て
か
ら
始
ま
る
。

　

満
州
事
変
前
後
ま
で
、
日
本
帝
国
は
発
展
を
謳
歌
し
て
い
た
。
日
本
で
は
「
大
東
亜
戦
争
」
と
称
さ
れ
て
「
聖
戦
」
と
云
わ
れ
、「
皇

軍
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
旧
式
・
時
代
錯
誤
の
思
想
に
よ
る
。

　

今
大
戦
前
に
二
つ
の
対
立
思
想
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
な
ど
の
侵
略
主
義
・
武
断
主
義
・
帝
国
主
義
と
、
片
方
に
自
由
主
義
を
潜
ま
せ
た

世
界
主
義
で
あ
る
。
世
界
主
義
、
ま
た
世
界
平
和
は
、
建
設
と
破
壊
、
自
由
と
抑
圧
な
ど
の
両
極
性
を
超
越
す
る
原
理
に
よ
り
解
決
す
る

筈
で
、
霊
性
的
自
由
ま
で
向
上
す
る
必
要
が
あ
る
（
二
四
四
頁
）。
日
本
で
戦
争
謳
歌
者
が
敗
れ
た
原
因
の
一
つ
は
、
霊
性
的
自
由
を
知
ら

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
霊
性
的
な
も
の
を
掴
め
な
か
っ
た
こ
と
が
、
日
本
の
敗
北
、
無
條
件
降
伏
で
あ
る（
二
四
四
―
二
四
五
頁
）。

　

大
悲
は
宗
教
の
本
質
で
あ
る
が
、
何
か
と
対
抗
す
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
人
あ
る
い
は
仏
教
徒
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
い
か
に
大

悲
を
体
得
し
て
現
実
化
し
て
ゆ
く
か
に
あ
る
。
こ
う
い
う
動
き
を
抑
え
つ
け
て
い
た
の
は
、
日
本
精
神
、
日
本
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
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た
行
過
ぎ
国
家
主
義（
ウ
ル
ト
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
の
大
拙
に
よ
る
訳
語
）を
放
擲
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　
日
本
的
霊
性
と
は

　

こ
れ
か
ら
日
本
的
霊
性
を
考
え
る
。
霊
性
と
は
、
意
識
を
知
性
（
意
識
・
末
那
識
）
と
霊
性
（
般
若
に
近
い
か
）
と
に
分
け
て
考
え
る
も
の
。

般
若
の
智
恵
を
霊
性
的
自
覚
と
い
う
べ
き
で
、
知
性
的
で
は
な
い
。
霊
性
は
大
智
と
大
悲
を
兼
ね
て
い
る
。
仏
教
の
根
本
義
は
智
恵
面
と

慈
悲
面
だ
が
、
知
性
は
そ
の
一
面
で
あ
る
。
対
し
て
大
智
即
大
悲
、
大
悲
即
大
智
な
の
が
霊
性
。
知
性
は
分
別
だ
が
、
対
立
を
生
む
。

　

し
た
が
っ
て
、
知
性
も
し
く
は
理
性
は
、
霊
性
に
よ
っ
て
働
き
を
全
う
す
る
。
霊
性
は
統
一
の
原
理
で
、
大
智
大
悲
円
融
無
礙
の
場
所

で
あ
る
。
分
別
を
本
質
と
す
る
知
性
が
そ
の
根
源
に
あ
る
霊
性
に
気
づ
く
こ
と
を
、
霊
性
的
自
覚
と
い
う
。
宗
教
生
活
は
こ
こ
か
ら
始
ま

る（
二
五
二
頁
）。

　

信
仰
に
二
通
り
あ
る
。
無
対
象
の
絶
対
信
と
対
象
的
な
も
の
で
、
絶
対
信
を
自
分
の
言
葉
で
は
霊
性
的
自
覚
と
い
う
（
二
五
三
―
二
五
四

頁
）。
そ
れ
に
「
日
本
的
」
を
足
し
た
も
の
が
日
本
的
霊
性
。
こ
れ
は
日
本
精
神
の
よ
う
な
政
治
や
国
家
主
義
的
な
も
の
と
異
な
る
。

　

前
作
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
で
、
神
道
は
霊
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
書
い
た
。
知
性
の
世
界
に
は
自
由
が
無
い
。
自
由
と
は
信
仰
で

あ
る
。
そ
れ
は
他
力
、
絶
対
信
の
境
地
に
飛
び
込
ま
な
い
と
得
ら
れ
な
い
（
二
五
八
頁
）。
霊
性
的
直
覚
、
円
融
無
礙
の
法
界
は
、
知
性
が

自
ら
の
限
界
を
認
識
し
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
。

　

神
道
は
日
本
の
政
治
と
強
く
連
結
し
て
き
た
。
御
稜
威
の
思
想
が
、
軍
部
に
よ
る
武
断
専
横
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
、
行
過
ぎ
国
家
主
義
と

結
び
つ
い
た
。
と
は
い
え
、
神
道
が
自
主
性
を
保
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
こ
の
主
体
性
に
よ
り
、
霊
性
化
の
道
を

進
ま
せ
た
い
。
霊
性
的
日
本
を
拵
え
上
げ
、
そ
れ
か
ら
世
界
的
に
進
出
し
た
い（
二
六
三
頁
）。
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（
2
）　
第
二
講
「
霊
性
と
神
道
」

　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
知
性
と
自
由
、
神
道
と
霊
性
的
直
覚
、
そ
の
他

　

神
道
は
劣
等
な
知
性
の
域
を
出
な
い
の
で
、
霊
性
的
直
覚
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

伊
弉
那
岐
命
が
黄
泉
か
ら
逃
げ
て
き
た
の
は
見
苦
し
い
神
話
で
あ
る
。
彼
は
何
故
、
伊
弉
那
美
命
と
共
に
死
し
て
共
に
生
き
よ
う
と
し

な
か
っ
た
の
か
、
こ
う
し
た
生
ぬ
る
い
行
動
は
、
個
己
の
生
命
の
絆
を
た
ち
き
る
獰
猛
心
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
、
稚
児
的
原
始
民
族
の
心

理
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
看
破
で
き
な
い
神
道
は
、
霊
性
的
直
覚
に
は
到
達
で
き
な
い（
二
六
六
頁
）。

　
記
紀
に
つ
い
て

　

古
代
人
の
幼
稚
な
知
性
が
要
求
し
た
一
を
、
天
之
御
中
主
神
と
云
っ
た
（
二
六
八
頁
）。
記
紀
の
神
代
の
巻
に
は
た
だ
神
と
云
わ
れ
る
も

の
は
な
く
、
個
己
の
神
し
か
な
い
。
そ
の
次
に
高
御
産
巣
日
神
、
さ
ら
に
次
に
神
御
産
巣
日
神
が
あ
る
と
云
う
。「
次
」
を
神
道
学
者
は

ど
う
解
釈
す
る
の
か
。
こ
の
三
神
の
関
係
に
は
生
産
的
発
展
的
な
も
の
は
無
い
。
産
霊
両
神
の
関
係
が
分
か
ら
な
い
。
両
神
は
世
界
創

造
・
国
土
生
成
と
は
関
係
な
い
の
か
。

　

と
も
あ
れ
、
神
道
の
知
性
が
一
を
要
求
し
、「
独
り
成
り
ま
す
神
」
天
之
御
中
主
神
を
し
あ
げ
た
。
い
ざ
な
ぎ

0

0

0

0

と
い
ざ
な
み

0

0

0

0

で
初
め
て

生
物
学
的
事
実
が
述
べ
ら
れ
る
。
い
ざ
な
み

0

0

0

0

の
死
後
、
い
ざ
な
ぎ

0

0

0

0

は
自
分
の
身
体
と
衣
装
か
ら
多
く
の
神
々
を
生
成
し
、
そ
の
一
人
が
天

照
大
御
神
で
あ
る
。
神
武
天
皇
は
天
照
大
御
神
の
命
を
受
け
、
日
本
を
統
治
す
る
役
目
に
つ
け
ら
れ
た
。

　

は
や
す
さ
の
を
の
み
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
天
照
大
御
神
と
の
関
係
な
ど
意
味
が
分
か
ら
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
軍
閥
や
国
学
者
に
と
っ
て
利
用
価
値

が
無
か
っ
た
部
分
は
切
り
捨
て
ら
れ
た（
以
上
の
傍
点
は
、
大
拙
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
）。



28明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 59号〕令和 4年 11月

　
和
辻
哲
郎
批
判

　

神
代
の
巻
に
つ
い
て
以
上
述
べ
た
の
は
、
和
辻
哲
郎
『
日
本
の
臣
道
』
に
大
い
に
失
望
し
た
か
ら
。
和
辻
は
尊
皇
家
で
あ
ろ
う
。
彼
は

我
々
の
祖
先
が
絶
対
の
境
地
を
把
握
し
な
が
ら
、
絶
対
神
と
し
て
限
定
し
な
か
っ
た
云
々
、
と
述
べ
た
。
和
辻
に
よ
れ
ば
、
神
代
史
に
最

初
に
登
場
す
る
天
御
中
主
神
か
国
常
立
神
を
、
古
代
人
は
絶
対
神
と
し
て
祀
ら
な
か
っ
た
。
最
も
貴
い
神
は
天
照
大
御
神
で
、
究
極
の
神

で
は
な
く
「
途
中
の
神
」
に
過
ぎ
な
い
。
彼
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
反
っ
て
「
途
中
の
神
」
の
方
が
絶
対
神
よ
り
具
体
的
で
、
世
界
宗
教

よ
り
排
他
的
で
な
く
、「
一
段
高
い
立
場
」
に
立
つ
と
考
え
て
い
る（
二
七
三
頁
）。

　

和
辻
の
云
う
絶
対
神
が
何
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
と
「
途
中
神
」
と
の
関
係
が
分
か
ら
な
い
。
天
御
中
主
神
と
天
照
大
御
神
と
の

関
係
は
、『
古
事
記
』
の
記
載
で
は
次
か
ら
次
へ
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
生
物
学
的
で
も
な
い
の
で
、
そ
こ
に
宗
教
的
霊
性
は
あ
り
え
ず
、

政
治
的
意
味
を
持
つ
だ
け
で
あ
る
。
和
辻
の
議
論
は
、
絶
対
性
と
一
般
性
と
を
混
同
し
て
い
る
。
絶
対
神
は
「
途
中
神
」
で
は
あ
り
え
な

い
。

　

和
辻
は
宗
教
と
倫
理
を
一
つ
に
み
て
、
そ
れ
が
国
家
を
通
じ
て
具
体
化
す
る
、
と
み
る
。
国
家
は
絶
対
神
の
途
中
神
で
あ
る
天
つ
日

嗣
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
尊
崇
が
宗
教
で
あ
り
、「
絶
対
の
境
地
に
入
る
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
。
天
津
日
嗣
・
天
皇
た
る
大
君
と
臣
と
の

関
係
、「
主
従
の
道
」
を
日
本
の
誇
り
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
和
辻
の
言
に
よ
れ
ば
、
神
道
は
国
家
主
義
に
立
脚
し
た
一
つ
の
「
道
」

を
説
く
倫
理
説
に
過
ぎ
な
い
。
和
辻
は
世
界
宗
教
に
対
し
て
神
道
が
「
一
段
高
い
立
場
に
立
つ
」
の
で
、「
排
他
性
」
は
無
い
と
す
る
が
、

以
上
の
よ
う
な
考
え
は
排
他
的
に
他
な
ら
な
い
。
神
道
哲
学
者
ら
や
そ
れ
ら
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
に
利
用
せ
ん
と
す
る
人
々
は
霊
性
的
直
覚

の
世
界
観
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
不
安
と
な
り
、
絶
対
神
、
途
中
神
そ
の
他
を
考
え
出
す（
他
に
八
紘
一
宇
な
ど
）。
絶
対

一
を
要
求
す
る
知
性
は
、
超
知
性
か
ら
来
る
。
こ
れ
は
霊
性
的
自
覚
の
要
求
で
あ
る（
二
七
五
―
二
七
七
頁
）。

　

神
道
家
が
「
途
中
の
神
」
で
あ
る
天
照
大
御
神
に
遡
っ
て
神
聖
性
を
求
め
る
の
は
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
に
支
配
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
。
そ
う
で
は
な
く
、
霊
性
的
直
覚
に
よ
り
「
た
だ
の
神
」
を
認
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
二
七
九
頁
）。「
た
だ
の
神
」
は
霊
性
的
直
覚
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で
領
得
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
華
厳
哲
学
の
法
界
観
が
成
り
立
ち
、
新
た
な
国
家
的
・
集
団
的
生
活
の
原
則
が
据
え
ら
れ
る
（
二

八
〇
頁
）。
神
道
学
者
の
分
別
性
は
霊
性
的
直
覚
と
交
渉
を
持
た
な
い
の
で
、
政
治
的
な
不
純
さ
が
露
呈
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

神
道
的
心
理
態
は
一
部
の
日
本
人
の
心
理
態
を
代
表
す
る
と
し
て
も
、
一
種
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
に
よ
っ
て
集
団
を
規
制
し
、
道

義
性
を
称
揚
す
る
。
こ
れ
こ
そ
偏
狭
性
島
国
根
性
で
あ
り
、
霊
性
へ
の
向
上
飛
躍
は
不
可
能
で
あ
る（
二
八
一
―
二
八
二
頁
）。

　
本
居
宣
長
ほ
か
の
神
道
家
に
つ
い
て

　

本
居
の
宗
教
観
は
い
じ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
篤
胤
一
派
の
攻
勢
が
神
道
家
と
軍
閥
に
影
響
を
与
え
、
ド
イ
ツ
流
の
国
家
観
に
か
ぶ
れ

た
神
道
家
が
こ
れ
に
便
乗
し
た
。『
直
毘
霊
』
で
は
知
性
の
及
ば
な
い
所
に
気
づ
い
て
い
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
彼
に
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。

　

彼
の
云
う
「
妙
に
奇
し
き
霊
し
き
」
に
は
、
霊
性
的
な
あ
こ
が
れ
、
知
性
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
意
向
の
動
き
は
あ
る
。
記
紀
に
は
霊

性
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
、「
神
道
の
人
々
」
は
そ
こ
に
満
足
せ
ず
、
彼
ら
の
霊
性
的
要
求
に
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
懐

か
し
い
も
の
を
感
じ
よ
う
と
し
た
。
神
道
家
の
心
理
態
は
、
こ
の
よ
う
な
目
に
見
え
ぬ
も
の
に
対
す
る
ヤ
ー
ニ
ン
グ
を
含
ん
で
居
た
（
二

八
六
頁
）。

四
、
考
　
　
察

　

以
上
概
要
し
て
き
た
『
日
本
の
霊
性
化
』、
お
よ
び
同
書
を
含
む
占
領
期
に
お
け
る
大
拙
の
神
道
論
に
つ
い
て
は
、
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
多
様
な
論
点
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
本
節
で
は
、〈
1
〉本
書
第
一
講
で
提
唱
さ
れ
、
第
二
講
以
降
も
依
拠
さ
れ
て
い
た
大
拙
特

有
の
霊
性
概
念
、〈
2
〉『
日
本
の
霊
性
化
』
第
二
講
で
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
和
辻
哲
郎
『
日
本
の
臣
道
』
批
判
、
の
二
点
に
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絞
っ
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

　

そ
れ
に
加
え
、〈
3
〉大
拙
神
道
論
に
対
す
る
同
時
代
を
含
む
批
判
、
そ
れ
と
逆
に
、〈
4
〉大
拙
神
道
論
に
お
い
て
批
判
対
象
と
さ
れ
た

神
道
に
関
わ
る
先
行
文
献
、
ま
た
、〈
5
〉『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
と
『
日
本
の
霊
性
化
』
と
の
違
い
、
な
ど
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
以
下
、

先
に〈
3
〉〈
4
〉〈
5
〉に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
検
討
し
て
か
ら
、〈
1
〉〈
2
〉に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず〈
3
〉に
つ
い
て
。
筆
者
は
、
占
領
期
の
大
拙
に
よ
る
神
道
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
研
究
な
い
し
検
討
は
な
さ
れ
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
る（

（（
（

。『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
に
対
す
る
鎌
田
東
二
お
よ
び
小
堀
桂
一
郎
の
批
判
、『
日
本
の
霊
性
化
』
に
対
す
る
小
林

健
三
の
批
判
に
し
て
も
、
既
に
註
4
、
5
、
6
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
拙
神
道
論
の
立
論
全
体
に
即
し
た
も
の
で
も（

（（
（

、
戦
時
下
か
ら
提
唱

さ
れ
て
い
た
彼
の
霊
性
概
念
を
踏
ま
え
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
最
近
出
さ
れ
た
東
郷
茂
彦
「
鈴
木
大
拙
の
神
道
・
近
代
「
批
判
」
へ
の
問
い（

（（
（

」
に
、「
大
拙
の
神
道
観
に
つ
い
て
は
、
戦
争
直

後
か
ら
、
批
判
や
異
論
、
違
和
感
が
神
道
界
か
ら
表
明
さ
れ
て
い
る
」（
掲
載
誌
八
八
頁
）と
し
て
、
い
く
つ
か
の
大
拙
に
対
す
る
批
判
例
が

示
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
上
記
の
う
ち
鎌
田
と
小
林
に
よ
る
批
判
、
お
よ
び
大
拙
と
折
口
信
夫
ら
の
座
談
会
「
神
道
と
仏
教（

（（
（

」
に
対

す
る
神
道
側
か
ら
の
批
判
以
外
で
は
、「
批
判
や
異
論
、
違
和
感
」
が
表
明
さ
れ
た
と
い
う
大
拙
テ
キ
ス
ト
が
ど
れ
な
の
か
明
確
で
は
な

い
。
と
く
に
、
掲
載
誌
一
〇
五
―
一
〇
九
頁
の
「
国
内
『
神
社
新
報
』
に
観
る
神
道
界
の
鈴
木
大
拙
観
」
は
大
変
興
味
深
い
内
容
で
あ
る

も
の
の
、
例
え
ば
一
〇
六
頁
に
「
果
然
問
題
化
」
し
た
と
さ
れ
て
い
る
「
鈴
木
大
拙
博
士
の
神
道
観
」
は
、
一
九
四
七
年
一
一
月
京
都
で

の
宗
教
者
平
和
会
議
に
関
係
す
る
も
の
ら
し
い
が
、
そ
の
会
議
で
の
大
拙
の
発
言
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
、
明
記

さ
れ
て
い
な
い（

（（
（

。
ま
た
、
一
〇
七
頁
に
載
る
小
野
祖
教
が
大
拙
宅
を
訪
れ
て
苦
情
を
述
べ
た
件
に
し
て
も
、
一
九
四
八
年（
か
）八
月
の
朝

日
新
聞
で
の
大
拙
の
対
談
記
事
に
対
す
る
も
の
ら
し
い
が
、
こ
れ
も
そ
こ
で
の
大
拙
の
発
言
が
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
小

野
が
そ
の
後
『
神
社
新
報
』
誌
に
寄
稿
し
た
記
事
の
タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
る
も
の
の
（
一
〇
八
頁
）、
そ
の
ど
れ
が
上
述
の
大
拙
批
判
を
文

章
化
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
文
章
化
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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そ
も
そ
も
、『
神
社
新
報
』
誌
の
実
質
的
な
主
宰
者
は
葦
津
珍
彦
で
あ
り
、
彼
が
柳
田
國
男
や
折
口
信
夫
の
民
俗
学
的
な
神
社
・
神
道

観
を
罵
倒
し
て
い
た（

（（
（

こ
と
か
ら
考
え
て
、
彼
の
大
拙
観
に
大
い
に
興
味
を
ひ
か
れ
る
が
、「
小
野
祖
教
帰
幽
の
際
の
弔
意
記
事
、
小
林
健

三
著
『
現
代
神
道
の
研
究
』
書
評
等
で
、
大
拙
に
触
れ
て
い
る
」（
一
〇
八
頁
）と
あ
る
の
み
で
、
残
念
な
が
ら
そ
の
内
容
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
葦
津
は
一
時
期
、「
白
旗
士
郎
」
な
る
筆
名
で
執
筆
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
そ
の
名
前
で
『
神
社
新
報
』
記
事
が
検
索
さ

れ
た
の
か
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に〈
4
〉に
つ
い
て
。
大
拙
の
神
道
論
は
、
二
〇
二
一
年
拙
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
例
え
ば
篤
胤
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
を
読
ん
で
い

な
い
と
推
察
さ
れ
る
な
ど
、
神
社
や
神
道
に
つ
い
て
積
極
的
に
関
連
著
作
を
読
破
し
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
そ
れ
は
『
日
本
の
霊
性

化
』
第
四
講
以
降
に
お
け
る
国
家
体
制
や
国
体
に
関
わ
る
文
献
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が（

（（
（

、
そ
れ
で
も
先
に
同
書
全
体
の
議
論
を
概
要

し
た
よ
う
に
、
論
理
展
開
が
大
き
く
破
綻
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
ま
ず
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
で
は
、
神
道
に
関
係
す
る
も
の
を
含
む
以
下
の
諸
著
作
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
ミ

ル
『
自
由
之
理
』、『
維
摩
経
』、
ベ
ル
ヂ
ャ
エ
フ
『
現
代
の
終
末
』、
同
『
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
イ
の
世
界
観
』、『
ヨ
ハ
ネ
伝
』、『
法
華

経
』、『
大
応
国
師
語
録
』、『
歎
異
抄
』、『
楞
伽
経
』、
マ
リ
タ
ン
『
哲
学
入
門
』、
山
田
孝
雄
『
平
田
篤
胤
』、
白
石
光
邦
『
祝
詞
の
研
究
』、

本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』、
重
松
信
弘
『
国
学
思
想
』、
本
居
宣
長
『
直
毘
霊
』、『
風
雅
集
』、『
新
続
古
今
集
』、
山
田
孝
雄
『
国
史
に
現
は

れ
た
日
本
精
神
』、『
神
道
五
部
書
』、
河
野
省
三
『
神
道
の
研
究
』、
鈴
木
正
三
『
驢
鞍
橋
』、『
反
故
集
』、
山
本
有
三
「
不
惜
身
命
」（
朗

読
放
送
）。

　

次
に
『
日
本
の
霊
性
化
』
に
つ
い
て
見
る
。『
法
華
経
』、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』、
和
辻
哲
郎
『
日
本
の
臣
道
、
ア
メ
リ
カ
の
国
民

性
』、
浅
野
明
光
『
神
道
思
想
』、
本
居
宣
長
『
直
毘
霊
』、
普
賢
菩
薩
十
大
願
、
下
程
勇
吉
『
日
本
倫
理
を
貫
く
も
の
・
ま
こ
と
』、『
ニ

ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
四
日
号
、『
タ
イ
ム
』
一
九
四
六
年
六
月
一
〇
日
号
、『
展
望
』
第
一
〇
号
（
林
健
太
郎
「
独
善

主
義
者
の
悲
哀
」）、
六
年
前
の
『
リ
ー
ダ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
誌
、
和
辻
哲
郎
『
尊
皇
思
想
の
伝
統
』、
明
治
天
皇
御
製
歌
、
文
部
省
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『
国
家
概
説
』、
東
京
朝
日
新
聞
一
九
四
六
年
一
一
月
二
〇
日
投
書
欄
（
徳
永
直
）、『
続
日
本
後
紀
』、
ラ
ン
ド
ル
の
詩
「
ゲ
ー
ピ
ル
」、『
ニ

ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
一
九
四
七
年
二
月
二
四
日
号
、
そ
の
他
著
作
名
は
無
い
が
、「
ベ
ル
グ
ソ
ン
」（
二
六
五
―
二
六
六
頁
、
二
六
九
頁
）
お
よ

び
「
ト
マ
ス
・
マ
ン
」（
三
四
七
頁
）も
参
照
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
と
関
連
さ
せ
て
、〈
5
〉に
つ
い
て
も
見
る
。
先
に〈
4
〉に
関
し
て
見
た
よ
う
に
、『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
で
し
ば
し
ば
参
照

さ
れ
た
海
外
の
文
献
や
仏
教
経
典
が
『
日
本
の
霊
性
化
』
で
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
一
方
で
後
者
に
お
い
て
は
、
和
辻
哲
郎

と
下
程
勇
吉
の
著
作
を
読
ん
だ
こ
と
が
執
筆
の
大
き
な
誘
因
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
大
拙
の
個
人
史
と
し
て
見
れ
ば
、『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
の
序
に
「
昭
和
二
十
年
初
冬
」、『
日
本
の
霊
性
化
』
の
序
に
「
昭
和

二
十
二
年
三
月
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
間
の
一
年
余
り
に
彼
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
両
書
の
違
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一

つ
は
、
大
拙
が
昭
和
天
皇
、
香
淳
皇
后
両
陛
下
の
御
前
で
、
一
九
四
六
年
四
月
に
二
日
に
渡
っ
て
御
進
講
を
し
た
こ
と（

（（
（

。
今
一
つ
は
同
年

一
一
月
に
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
第
一
篇
の
五
「「
力
」
と
「
国
体
」」
で
天
皇
と
万
民
と
が
一
つ
と
な
る
法
界
曼
陀
羅
が

構
想
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
、『
日
本
の
霊
性
化
』
で
は
国
体
そ
の
も
の
が
否
定
視
さ
れ
、
第
七
講
で
「
過
去
マ
ス
ト
ド
ン
時
代
」（
旧
版
全
集

第
八
巻
、
三
九
六
頁
）
と
い
っ
た
痛
罵
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
の
背
景
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
先
に

第
二
節
で
の
概
要
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
と
く
に
第
七
講
の
議
論
で
新
し
い
日
本
国
憲
法
を
彼
の
云
う
霊
性
的
な
も
の
と
し
て
歓
迎
す
る

姿
勢
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
、
表
出
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
序
に
も
、「
新
憲
法
の
発
布
は
日
本
霊
性
化
の
第
一
歩
と
云
つ
て
も
よ
い
」
と

あ
る（
二
二
七
頁
）。

　

さ
ら
に
、
大
拙
が
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
執
筆
後
に
占
領
軍
関
係
者
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
も
、
両
書
の

違
い
に
反
映
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
先
の
第
二
節
で
の
概
要
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
第
六
講
に
「
ア
メ
リ
カ
軍
に
つ
い
て
き
た

旧
知
の
―
今
は
将
校
と
し
て
働
い
て
居
る
人
」
に
会
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
三
四
五
頁
）。
こ
れ
は
、
ま
だ
占
領
が
始
ま
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っ
た
ば
か
り
の
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
で
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
文
化
や
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
が
、

『
日
本
の
霊
性
化
』
の
第
七
講
を
は
じ
め
賛
美
に
近
い
形
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
背
景
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

以
上
、〈
3
〉〈
4
〉〈
5
〉に
つ
い
て
見
て
き
た
の
で
、
以
下〈
1
〉〈
2
〉に
つ
い
て
や
や
詳
し
め
に
検
討
し
た
い
。

　
大
拙
の
霊
性
概
念
と
そ
れ
に
よ
る
神
道
の
評
価

　

末
木
文
美
土
は
大
拙
の
お
よ
そ
一
九
三
九
年
以
降
の
日
本
語
著
作
に
つ
い
て
、
か
つ
て
の
「
霊
界
」
か
ら
「
霊
性
」
へ
と
観
点
が
移
り
、

盤
珪
や
妙
好
人
な
ど
体
験
型
の
仏
教
者
を
発
見
す
る
と
共
に
、「
禅
と
浄
土
は
と
も
に
霊
性
の
問
題
と
し
て
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に（
（（
（

」
な
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
に
お
け
る
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
大
拙
の
代
表
的
な
禅
研
究
お
よ
び

浄
土
思
想
研
究
に
表
出
す
る
霊
性
概
念
を
概
要
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
以
下
、『
浄
土
系
思
想
論
』、『
禅
の
思
想
』、『
禅
宗
史
研
究
』

第
三
、
と
い
う
三
書
を
と
り
あ
げ
る
。
丸
括
弧
で
頁
数
を
付
記
す
る
場
合
、
全
て
旧
版
の
『
鈴
木
大
拙
全
集
』（
岩
波
書
店
）に
よ
る
。

　
『
浄
土
系
思
想
論
』（
一
九
四
二
年
）：
六
編
の
論
文
を
集
成
し
て
い
る
が
、
第
二
論
文
「
極
楽
と
娑
婆
」
で
は
主
に
無
量
寿
経
に
よ
り
、

極
楽
は
霊
性
の
世
界
で
あ
る
（
旧
版
全
集
第
六
巻
、
七
一
頁
）、
ま
た
そ
れ
は
法
界
で
あ
る
。
極
楽
に
お
い
て
身
体
は
、
身
体
で
あ
り
な
が
ら

身
体
で
な
い
、
こ
れ
が
「
即
非
」
の
論
理（

（（
（

で
あ
る
（
同
、
七
六
頁
）。
絶
対
矛
盾
で
あ
る
故
に
同
一
性
が
成
り
立
つ
と
い
う
の
が
霊
性
の
論

理
で
あ
る（
八
〇
頁
）。
霊
性
と
は
無
分
別
の
分
別
で
あ
る（
八
二
頁
）、
云
々
と
さ
れ
る
。

　

第
三
論
文
「
浄
土
観
・
名
号
・
禅
」
で
は
浄
土
三
部
経
に
よ
り
、
浄
土
と
は
相
互
矛
盾
即
自
己
同
一
で
出
来
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
彼

土
と
此
土
と
は
絶
対
の
矛
盾
で
あ
り
、
両
者
に
連
続
性
は
な
い
か
ら
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
間
の
自
己
同
一
を
説
き
得
る
の
は
、
非
連
続

の
連
続
で
あ
る
横
超
し
か
な
い
（
一
一
三
頁
）。
横
超
に
関
わ
る
往
相
と
還
相
と
い
う
回
帰
的
・
相
互
往
還
的
運
動
は
、
即
非
の
論
理
に
よ

っ
て
説
明
で
き
る（
一
一
五
頁
）。

　

本
書
で
主
に
立
論
の
典
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
浄
土
三
部
経
、『
浄
土
論
註
』（
曇
鸞
）、『
教
行
信
証
』
な
ど
で
あ
る
が
、
両
極
に
位
置
す
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る
概
念
（
例
え
ば
極
楽
と
娑
婆
）
が
実
際
に
は
不
二
で
あ
る
、
と
い
う
枠
組
（
即
非
な
ど
）
を
大
拙
が
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
導
い
た
の
か
、

若
し
く
は
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
よ
う
な（
少
な
く
と
も
大
拙
に
と
っ
て
）
先
験
的
な
枠
組（
（（
（

を
上
記
し
た
浄
土
教
系
テ
キ
ス
ト
の
読
解

に
当
て
は
め
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、
第
三
論
文
で
死
後
の
世
界
に
関
し
て
霊
魂
お
よ
び
心
霊
に
関
す
る
考
察
が
若
干
な
さ
れ
る
も
の
の
（
九
六
頁
）、「
霊
性
」

が
前
景
化
し
て
い
る
の
は
第
二
論
文
の
み
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
禅
の
思
想
』（
一
九
四
三
年
）：
第
一
篇
「
禅
思
想
」、
第
二
篇
「
禅
行
為
」、
第
三
篇
「
禅
問
答
」
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一

篇
で
は
、
シ
ナ
禅
の
基
礎
が
確
立
し
た
慧
能
以
降
は
定
慧
不
二
が
説
か
れ
、
見
性
体
験
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
体
と
用
と
が
相
入
し
、「
無
知

の
知
」「
無
分
別
の
分
別
」
な
ど
の
成
句
で
そ
の
思
想
が
表
現
さ
れ
る
（
旧
版
全
集
第
一
三
巻
、
一
〇
頁
）。
以
下
、
禅
思
想
と
し
て
、
達
磨

「
安
心
法
門
」、
三
祖
僧
璨
「
信
心
銘
」、
神
会
「
頓
悟
無
生
般
若
頌
」、
石
頭
「
参
同
契
」
な
ど
が
考
察
さ
れ
る
。「
個
」
に
つ
い
て
般
若

の
即
非
論
理
が
参
照
さ
れ
る
箇
所
も
あ
る
が（
八
七
頁
）、
第
一
篇
で
霊
性
は
言
及
さ
れ
な
い
。

　

第
二
篇
で
は
先
に
考
察
さ
れ
た
「
個
」
と
、「
超
個
」
と
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
（
九
九
―
一
〇
三
頁
）。
さ
ら
に
、
禅
に
お
け
る
シ
ナ
民

族
の
心
理
的
表
現
が
種
々
考
察
さ
れ
る
中
で
「
宇
宙
霊
」
が
言
及
さ
れ（
一
五
〇
頁
）、
宇
宙
霊
を
法
身
、
絶
対
の
存
在
と
す
る（
一
五
五
頁
）。

さ
ら
に
、
宇
宙
霊
と
己
霊
と
の
関
わ
り
が
禅
問
答
に
よ
り
解
説
さ
れ
る（
一
五
九
―
一
六
四
頁
）。
本
書
に
お
い
て
霊
性
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、

主
に
こ
の
よ
う
な
枠
組（
超
個
と
個
、
法
身
と
現
身
、
宇
宙
霊
と
己
霊
、
無
分
別
と
分
別
、
体
と
用
、
唯
一
と
個
他
）に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

　
『
禅
思
想
史
研
究
』
第
三
（
遺
稿
）：『
禅
思
想
史
研
究
』
全
三
巻
は
、
第
一
が
戦
時
下
の
一
九
四
三
年
、
第
二
が
一
九
五
一
年
に
刊
行
さ

れ
た
が
、
第
三
は
旧
版
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
で
初
め
て
活
字
化
さ
れ
た
。
同
巻
の
古
田
紹
欽
に
よ
る

「
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
遺
稿
は
一
九
四
五
年
三
月
頃
ま
で
に
成
稿
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
は
、「
霊
性
的
自
覚
」
概
念
の
頻
出
す
る
第
三

の
み
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
禅
思
想
史
研
究
』
第
三
は
、「
慧
能
示
寂
直
後
の
禅
思
想
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。「
霊
性
的
自
覚
」
が
言
及
さ
れ
る
の
は
、
後
に
定
慧
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不
二
、
体
用
一
如
に
至
る
神
会
の
定
慧
一
等
と
い
う
考
え
方
（
旧
版
全
集
第
三
巻
、
七
三
頁
）、
無
相
和
尚
が
そ
の
境
地
に
わ
ず
か
に
達
し
て

い
な
い
こ
と（
同
八
七
―
八
八
頁
）、
無
住
和
尚
の
無
念
観（
九
八
頁
）、
慧
能
・
神
会
・
無
相
・
無
住
の
他
に
法
融
・
運
居
の
智
に
否
定
即
肯

定
、
肯
定
即
否
定
の
矛
盾
的
自
己
同
一
を
見
、
そ
の
言
い
換
え
と
し
て
（
一
一
一
頁
）、
仏
性
の
言
い
換
え
と
し
て
（
一
二
四
頁
）、
等
な
ど
。

神
会
、
石
頭
な
ど
の
語
録
が
参
照
さ
れ
る
立
論
は
『
禅
の
思
想
』
第
一
篇
と
並
行
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
ち
ら
で
提
唱
さ
れ

な
か
っ
た
「
霊
性
的
自
覚
」
概
念
の
提
示
さ
れ
る
の
が
、
こ
ち
ら
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
三
書
以
降
に
、『
日
本
的
霊
性
』（
一
九
四
四
年
）
お
よ
び
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』（
一
九
四
六
年
）
の
二
書
で
霊
性
、
お
よ
び
霊
性
的

直
覚（
前
者
）
な
い
し
霊
性
的
自
覚（
後
者
）
が
主
テ
ー
マ
と
な
る
。
前
者
に
お
け
る
霊
性
と
大
地
性
と
の
関
わ
り（
（（
（

や
、
妙
好
人
の
評
価
に
霊

性
的
直
覚
と
い
う
観
点
が
加
わ
る
こ
と（

（（
（

な
ど
は
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
観
点
で
は
あ
る
が
、
両
書
の
霊
性
概
念
に
つ
い
て
は
二

〇
二
一
年
拙
稿
で
概
要
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
の
主
課
題
で
あ
る
『
日
本
の
霊
性
化
』
に
移
り
た
い
。

　

同
書
第
一
講
に
お
い
て
霊
性
と
は
、
意
識
を
知
性
と
霊
性
と
に
分
け
て
考
え
る
も
の
。
般
若
の
智
恵
を
霊
性
的
自
覚
と
い
う
べ
き
で
、

知
性
的
で
は
な
い
。
霊
性
に
は
般
若
の
智
恵
が
含
ま
れ
て
い
る
と
同
時
に
大
悲
ま
た
は
悲
願
力
で
あ
り
、
霊
性
は
大
智
と
大
悲
を
兼
ね
て

い
る
（
旧
版
全
集
八
、
二
五
〇
頁
）。
霊
性
的
自
覚
と
は
、
知
性
が
そ
の
根
源
に
あ
る
霊
性
に
気
づ
く
こ
と
で
あ
る
（
二
五
二
頁
）。
信
仰
に
対

象
的
な
も
の
と
無
対
象
の
絶
対
信
と
が
あ
り
、
自
分
の
云
う
霊
性
的
自
覚
は
後
者
に
相
当
す
る（
二
五
四
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
第
一
講
で
は
、
霊
性
を
大
智
と
大
悲
、
ま
た
般
若
、
霊
性
的
自
覚
を
般
若
の
智
恵
、
若
し
く
は
絶
対
信
と
関
連
づ
け

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
戦
時
下
に
お
け
る
浄
土
系
思
想
研
究
や
禅
研
究
の
よ
う
に
即
非
や
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
よ
う
な
概
念
は
表
に

出
て
い
な
い
。

　

以
上
、『
浄
土
系
思
想
論
』
か
ら
『
日
本
の
霊
性
化
』
第
一
講
ま
で
を
纏
め
る
と
、
霊
性
に
つ
い
て
は
、
極
楽
を
霊
性
の
世
界
、
法
界

と
す
る
、
あ
る
い
は
霊
性
を
無
分
別
の
分
別
と
す
る
（『
浄
土
系
思
想
論
』）、
仏
性
の
言
い
換
え
と
す
る
（『
禅
思
想
史
研
究
』
第
三
）、
般
若
に

近
い
（『
日
本
の
霊
性
化
』）、
等
な
ど
か
な
り
幅
が
あ
る
。『
禅
の
思
想
』
で
は
、
超
個
と
個
、
法
身
と
現
身
、
体
と
用
な
ど
と
い
っ
た
枠
組



36明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 59号〕令和 4年 11月

の
中
で
霊
性
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
両
極
に
あ
る
概
念
が
一
体
だ
と
悟
る
境
地（
即
非
）
を
霊
性
的
自
覚
と
す
る
。
本
稿
で

直
接
に
は
検
討
し
て
い
な
い
『
日
本
的
霊
性
』
で
は
、
書
名
の
意
味
を
印
度
民
族
的
直
覚
性
と
漢
民
族
の
実
証
的
論
理
性
が
日
本
の
禅
に

お
い
て
融
合
し
た
も
の（
旧
版
全
集
八
、
三
〇
―
三
一
頁
）、
と
す
る
趣
旨
の
類
似
し
た
議
論
が
見
ら
れ
る
。

　

霊
性
的
自
覚
も
し
く
は
霊
性
的
直
覚（

（（
（

に
つ
い
て
は
、『
浄
土
系
思
想
論
』
お
よ
び
『
禅
の
思
想
』
で
は
ほ
ぼ
注
目
さ
れ
な
い
。『
禅
思
想

史
研
究
』
第
三
で
、
敦
煌
文
献
の
中
で
発
見
さ
れ
た
神
会
の
思
想
に
矛
盾
的
自
己
同
一
を
見
る
こ
と
の
言
い
換
え
を
は
じ
め
、
慧
能
以
降

の
南
宗
禅
に
お
い
て
見
ら
れ
る
概
念
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
で
は
参
照
し
て
い
な
い
『
日
本
的
霊
性
』
で
は
、

第
二
篇
で
親
鸞
の
「
霊
性
的
直
覚
」
を
印
度
で
も
シ
ナ
で
も
現
れ
な
か
っ
た
「
日
本
的
霊
性
」
だ
と
し
て
い
る
（
同
上
、
一
〇
七
頁
）。『
霊

性
的
日
本
の
建
設
』
で
は
同
題
の
第
一
篇
に
「
霊
性
的
自
覚
」
と
い
う
パ
ー
ト
が
あ
り
、
有
無
を
脱
し
た
所
に
あ
る
、
大
悲
に
し
て
大
智

で
あ
る
、
な
ど
と
さ
れ
る
。
後
者
は
『
日
本
の
霊
性
化
』
と
も
類
似
し
た
捉
え
方
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
戦
時
下
か
ら
占
領
期
に
か
け
て
の
大
拙
の
霊
性
概
念
は
、
時
期
と
考
察
対
象
に
よ
っ
て
微
妙
に
揺
れ
が
あ
る
も
の
の
、

お
そ
ら
く
大
拙
自
身
の
敦
煌
文
献
を
含
む
中
国
禅
宗
史
の
研
究
か
ら
見
出
さ
れ
た
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
己
を
仏
性
と
し
て
見
出
す
よ
う
な

北
宗
禅
に
対
し
、
南
宗
禅
の
「
矛
盾
的
自
己
同
一
」
に
近
い
宗
教
経
験
の
概
念
化
を
霊
性
的
直
覚
も
し
く
は
自
覚
と
称
し
、
そ
れ
を
親
鸞

や
妙
好
人
な
ど
浄
土
系
思
想
に
も
適
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
よ
う
な
先
験
的
な
枠
組
が
先
に

あ
っ
た
の
か
、
慧
能
、
神
会
以
降
の
禅
籍
研
究
か
ら
大
拙
自
身
が
そ
う
し
た
宗
教
意
識
を
見
出
し
た
の
か
、
お
そ
ら
く
前
者
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
が
決
定
的
な
判
断
は
で
き
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
霊
性
お
よ
び
霊
性
的
直
覚
な
ど
の
概
念
か
ら
大
拙
は
神
道
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
。『
日
本
の
霊
性
化
』

に
お
い
て
神
道
の
検
討
は
第
二
講
前
半
で
の
記
紀
神
話
の
祖
述
か
ら
始
ま
る
が
、
死
と
い
う
絶
対
を
経
験
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
な
の

だ
ろ
う
が
、
伊
弉
那
岐
命
が
黄
泉
か
ら
逃
げ
て
き
た
の
は
見
苦
し
い
と
い
っ
た
、
些
か
上
滑
り
な
非
難
に
留
ま
っ
て
い
る
。
第
二
講
で
の

記
紀
神
話
の
分
析
は
、
本
格
的
に
は
和
辻
哲
郎
の
所
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る
そ
の
後
の
箇
所
に
な
る
の
で
、
大
拙
の
霊
性
概
念
か
ら
の
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神
道
論
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
え
ず
棚
上
げ
し
て
お
き
、
そ
ち
ら
を
先
に
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
和
辻
哲
郎
『
日
本
の
臣
道
』（
お
よ
び
『
尊
皇
思
想
の
伝
統
』）に
対
す
る
大
拙
の
評
価

　
『
日
本
の
霊
性
化
』
第
二
講
の
後
半
で
批
判
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
和
辻
の
『
日
本
の
臣
道
』
で
あ
る
が
、
同
書
第
五
講
で
彼

の
『
尊
皇
思
想
の
伝
統
』
も
参
照
さ
れ
て
お
り
（
旧
版
全
集
八
、
三
五
七
頁
）、
第
二
講
に
も
「
和
辻
教
授
は
尊
皇
の
道
に
関
す
る
著
述
を
や

つ
て
居
ら
れ
る
」（
二
七
二
頁
）
云
々
と
あ
る
の
が
当
該
書
を
指
す
と
思
わ
れ
る
の
で
、
両
書
併
せ
て
検
討
し
た
い
。
書
誌
情
報
と
し
て
は
、

『
尊
皇
思
想
の
伝
統
』
が
一
九
四
三
年
一
二
月
に
岩
波
書
店
よ
り
、『
日
本
の
臣
道　

ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
』
は
一
九
四
四
年
七
月
に
筑
摩

書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
二
書
は
、
後
者
に
併
録
さ
れ
て
い
た
『
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
』
を
除
い
て
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
四
巻

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
に
収
録
さ
れ
た
が
、
同
全
集
は
全
て
現
代
仮
名
遣
い
に
直
さ
れ
て
い
る
為
、
以
下
引
用
す
る
場
合
は
初
出
形
態

に
よ
る
。

　

ま
ず
、
和
辻
の
両
書
に
お
け
る
天
照
大
神
関
連
の
議
論
は
、
刊
行
年
代
か
ら
見
て
一
九
四
二
年
前
半
に
起
こ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
別
大
神

論
争（
神
典
擁
護
運
動
と
も
）を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
見
た
い（
（（
（

。

　

東
條
内
閣
下
の
一
九
四
二
年
一
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
天
之
御
中
主
神
を
重
視
す
る
神
道
論
文
が
次
々
に
発
禁
処
分
を
受
け
た
。
そ

の
内
、
今
泉
定
助
の
論
文
「
皇
道
史
観
の
展
開
」
を
含
む
『
皇
道
発
揚
』
誌
一
九
四
二
年
二
月
号
も
発
禁
に
さ
れ
た
の
で
、
今
泉
の
弟
子

筋
に
当
た
る
葦
津
珍
彦
ら
が
神
祇
院
な
ど
に
対
し
て
抗
議
活
動
を
始
め
た
。
葦
津
は
こ
の
活
動
を
、
自
ら
「
別
天
神
論
争
」
と
称
し
て
い

た
。

　

葦
津
ら
は
、
こ
の
検
閲
の
背
景
に
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
天
之
御
中
主
神
を
筆
頭
と
す
る
造
化
三
神
を
含
む
別
天
神
を
、
天
照
大
御

神
と
等
価
と
し
て
重
視
す
る
今
泉
ら
の
説
に
対
し
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
星
野
輝
興
（
当
時
は
掌
典
職
祭
事
課
長
）
ら
の
説
が
あ
る
と
し
て
、

神
祇
院
な
ど
に
対
し
て
星
野
ら
へ
の
批
判
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
星
野
輝
興
は
か
ね
て
か
ら
、
天
之
御
中
主
神
は
皇
室
の
祖
先
で
あ
る
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天
照
大
御
神
と
は
別
系
で
あ
り
、
造
化
三
神
が
載
る
『
古
事
記
』
も
中
国
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
重
視
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し

て
い
た
。
葦
津
は
今
泉
の
論
文
の
載
っ
た
雑
誌
が
発
禁
に
さ
れ
た
の
は
こ
う
し
た
星
野
説
に
よ
る
と
考
え
、
神
祇
院
に
抗
議
し
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
論
争
に
関
連
し
て
近
年
、
政
府
側
の
検
閲
担
当
者
が
和
辻
哲
郎（
当
時
、
東
京
帝
大
教
授
）を
招
い
て
意
見
を
聴
取
し
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
時
和
辻
は
、「
究
極
の
神
を
定
め
な
い
と
い
ふ
の
が
日
本
の
神
話
の
特
徴
で
あ
る
と
自
分
は
思
ふ
」
と
、
検
閲
に
肯

定
的
な
意
見
を
述
べ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
天
御
中
主
神
信
仰
は
絶
対
に
押
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
」
と
も
述
べ
て
い
た
ら

し
い
。

　

以
下
、
和
辻
の
二
つ
の
書
に
こ
の
周
辺
が
ど
う
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
を
見
た
い
。

　

ま
ず
、『
尊
皇
思
想
と
そ
の
伝
統
』
の
中
で
こ
の
問
題
は
、
一
つ
は
前
篇
第
二
章
「
上
代
に
お
け
る
神
の
意
義
」
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
「
神
代
史
の
主
神
天
照
大
御
神
」（
同
三
三
頁
）
に
つ
い
て
は
、「
天
照
大
神
も
ま
た
背
後
の
不
定
の
神
を
媒
介
す
る
神
と
し
て
神

聖
な
の
で
あ
つ
て
、
自
ら
究
極
の
神
な
の
で
は
な
い
」（
三
五
頁
）、
な
ど
と
さ
れ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
後
篇
第
七
章
「
江
戸
時
代
中
期
の
国
学
者
に
お
け
る
尊
皇
思
想
」
に
お
い
て
、
本
居
宣
長
『
直
毘
霊
』
を
概
要
す
る
中

で
、
宣
長
の
「
神
の
道
」
が
あ
く
ま
で
尊
皇
の
道
で
あ
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
天
照
大
御
神
の
背
後
は
『
高
御

産
巣
日
の
神
の
御
霊
』
に
ま
で
遡
源
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
よ
つ
て
神
の
道
の
重
心
が
産
巣
日
の
方
へ
移
さ
れ
た
と
い
ふ

わ
け
で
は
な
い
」（
三
〇
八
頁
）。
ま
た
、「
神
々
の
内
の
何
が
究
極
者

0

0

0

で
あ
る
か
と
い
ふ
如
き
は
人
智
の
測
り
知
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
が
そ
の
不
可
測
の
根
源
か
ら
し
て
最
も
貴
い
も
の
と
し
て
炳
乎
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
の
は
、
天
照
大
御
神
と
天
つ
御
璽
と
天

つ
日
嗣
と
の
相
即
で
あ
る
」（
三
〇
八
―
三
〇
九
頁
、
傍
点
は
原
文
通
り
）
と
、
尊
皇
と
天
照
大
御
神
崇
敬
と
を
同
一
視
す
る
議
論
を
展
開
し
て

い
る
。

　

一
方
、『
日
本
の
臣
道
』
で
は
、
神
代
史
で
最
初
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
天
御
中
主
神
か
国
常
立
尊
で
あ
る
が
、
我
々
の
祖
先
は
そ



鈴木大拙『日本の霊性化』における神道論（由谷）39

れ
を
「
絶
対
神
と
か
或
は
最
大
の
神
と
か
と
し
て
」
祀
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
、「
最
も
貴
い
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
天
照
大

御
神
」
で
あ
る
、
と
す
る（
筑
摩
書
房
一
九
四
四
年
版
、
二
四
頁
）。
そ
の
理
由
は
、「
究
極
の
も
の
、
絶
対
的
の
も
の
を
特
殊
の
形
に
限
定
し

な
い
で
、
不
定
の
ま
ま
に
、
無
限
定
の
ま
ま
に
と
ど
め
て
」（
同
上
）
お
り
、
こ
う
し
た
無
限
定
の
絶
対
者
が
「
最
大
の
神
、
天
照
大
御
神

に
帰
一
す
る
」。
こ
の
神
が
「
究
極
の
神
で
は
な
く
途
中
の
神

0

0

0

0

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
故
に
反
つ
て
絶
対
的
な
る
も
の
を
、
排
他
的
に
で

0

0

0

0

0

な
く
0

0

即
ち
真
に
絶
対
的
に
表
現
す
る
」（
同
上
、
傍
点
は
原
文
の
ま
ま
）な
ど
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
天
皇
は
天
つ
日
嗣
に
ま
し
ま
す
が
故

に
、
即
ち
天
照
大
御
神
の
神
聖
性
を
担
ひ
た
ま
ふ
が
故
に
、
現
御
神
に
ま
し
ま
す
」（
同
、
二
五
頁
）の
だ
、
と
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
和
辻
哲
郎
の
『
尊
皇
思
想
と
そ
の
伝
統
』
お
よ
び
『
日
本
の
臣
道
』
に
お
い
て
は
、
彼
が
い
わ
ゆ
る
別
天
神
論
争
に

関
与
し
た
こ
と
と
の
繋
が
り
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
不
明
な
が
ら
、
そ
こ
で
の
今
泉
定
助
は
じ
め
天
之
御
中
主
神
を
称
揚
す
る
と
い
う

検
閲
さ
れ
た
側
の
議
論
を
封
じ
込
め
（
前
者
の
上
代
史
に
関
わ
る
議
論
で
、
こ
の
神
は
登
場
し
な
い
）、
天
皇
帰
一
を
正
当
化
す
る
目
的
で
天
照

大
神
崇
拝
を
意
味
づ
け
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
大
拙
も
こ
の
語
に
注
目
し
た
「
途
中
の
神
」
な
る
概
念
は
、
和
辻
が

議
論
を
そ
う
し
た
方
向
に
都
合
良
く
進
め
る
為
に
案
出
し
た
、
一
種
の
擬
制
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

対
し
て
、
大
拙
『
日
本
の
霊
性
化
』
第
二
講
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
お
く
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
別
天
神
論
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る

由
も
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
天
照
大
神
に
比
し
て
天
之
御
中
主
神
を
称
揚
す
る
と
い
う
立
場
に
も
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、
大
拙
は
和
辻
『
日
本
の
臣
道
』
で
上
記
に
引
用
し
た
周
辺
を
概
要
し
、
そ
れ
を
「
行
過
ぎ
国
家
主
義
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
イ
」（
旧
版
全
集
八
、
二
七
三
頁
）と
断
罪
す
る
。
和
辻
の
云
う
絶
対
神
の
正
体
は
、
天
御
中
主
神
か
国
常
立
尊
で
表
現
さ
れ
る
ら
し
い
が
、

こ
れ
ら
は
第
二
義
第
三
義
に
堕
し
て
い
る
の
で
「
途
中
の
神
」
で
あ
り
、「
究
極
の
神
」
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
中
で
と

く
に
天
照
大
御
神
を
と
り
あ
げ
て
「
現
御
神
」
の
天
皇
と
関
連
さ
せ
る
の
は
、
和
辻
の
政
治
的
意
図
が
看
取
さ
れ
る
、
と
す
る（
同
上
頁
）。

　
『
日
本
の
臣
道
』
の
よ
う
な
議
論
を
神
道
と
す
れ
ば
、「
神
道
は
宗
教
で
な
く
て
一
種
の
倫
理
説
に
す
ぎ
な
い
」
の
で
あ
り
、「
国
家
至

上
主
義
に
立
脚
し
た
一
つ
の
「
道
」
を
説
く
も
の
」
で
あ
る
と
も
さ
れ
る（
二
七
六
頁
）。
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さ
ら
に
、「
神
道
哲
学
者
及
び
そ
れ
に
類
似
し
た
思
想
家
及
び
そ
れ
ら
を
政
治
的
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
に
利
用
せ
ん
と
す
る
人
々
は
、
霊

性
的
直
覚
の
世
界
観
と
云
ふ
も
の
を
持
ち
得
な
い
」
と
も
批
判
し
、
彼
ら
が
知
性
の
世
界
に
安
住
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
不
安
を
感

じ
、
そ
れ
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
た
め
、「
絶
対
神
と
か
、
途
中
神
と
か
、
天
皇
中
心
論
と
か
、
国
家
至
上
主
義
と
か
云
ふ
も
の
を
考
へ

出
す
」
と
も
し
て
い
る（
二
七
七
頁
）。

　

以
上
、
大
拙
が
和
辻
の
所
論
を
批
判
し
て
い
る
議
論
か
ら
何
箇
所
か
引
用
も
し
く
は
概
要
し
て
き
た
が
、
天
照
大
神
を
「
途
中
の
神
」

と
す
る
和
辻
哲
郎
の
位
置
づ
け
を
筆
者
が
先
に
「
擬
制
」
的
な
も
の
だ
と
見
て
お
い
た
よ
う
に
、
大
拙
の
和
辻
評
価
は
全
く
の
正
論
で
あ

ろ
う
。
和
辻
の
天
照
大
神
解
釈
こ
そ
が
学
術
（
倫
理
学
）
の
装
い
を
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
言
説
の
典
型
で
あ
る
こ
と
を
、
大
拙
は
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
大
拙
に
よ
る
和
辻
批
判
で
は
、
大
拙
の
霊
性
概
念
と
の
関
係
が
か
な
り
分
か
り
に
く
い
。
お
そ
ら
く
大
拙
が
強

調
し
た
か
っ
た
の
は
、
霊
性
的
な
直
覚
が
求
め
る
の
は
「
絶
対
一
」（
二
七
七
頁
）で
あ
り
、
和
辻
の
云
う
よ
う
な
「
途
中
の
神
」
で
は
あ
り

え
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
の
立
論
の
中
に
「
た
だ
の
神
」
を
巡
る
考
察
が
挿
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
大
拙
が
「
た
だ
の
神
」

と
云
っ
て
い
る
の
は
「
名
の
つ
け
ら
れ
ぬ
神
」
で
あ
り
、「
空
間
性
を
持
つ
た
も
の
」（
二
七
九
頁
）で
あ
る
と
さ
れ
、「
霊
性
的
直
覚
に
よ
り

て
の
み
領
得
せ
ら
れ
る
」、「
知
性
的
に
把
握
せ
ら
れ
な
い
も
の
」（
二
八
〇
頁
）
だ
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
立
論
の
た
め
、
霊
性
論
か
ら
は

「
途
中
神
」
と
「
絶
対
一
」
と
を
対
峙
さ
せ
る
べ
き
所
が
、
前
者
と
「
た
だ
の
神
」
と
の
対
比
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

本
稿
で
は
短
い
概
要
の
み
だ
っ
た
第
三
講
で
も
、「
日
本
の
神
々
は
何
れ
も
固
有
名
詞
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
神
々
で
、
決
し
て
「
た
だ

0

0

の

神
」
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
和
辻
の
云
う
「
途
中
の
神
」
は
、「
霊
性
的
直
覚
に
到
り
得
な
い
知
性
的
分
別
上
の
意
見
」
だ
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
「
自
分
の
云
ふ
「
た
だ
の
神
」」
は
「
絶
対
神
」
と
も
さ
れ
る
（
二
九
五
頁
）。
こ
こ
で
も
、「
途
中
の
神
」
と
「
絶
対

神
」
と
の
対
比
が
補
足
的
と
な
っ
て
お
り
、
分
か
り
づ
ら
い
。

　

そ
も
そ
も
、
記
紀
の
神
々
は
間
違
い
な
く
固
有
名
詞
を
有
す
る
神
々
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
た
だ
の
神
」
で
あ
り
え
な
い
の
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だ
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
霊
性
的
直
覚
に
到
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
と
否
定
視
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る
無
い
物
ね
だ
り
に
過
ぎ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
大
拙
の
「
た
だ
の
神
」
論
に
従
う
限
り
に
お
い
て
、
神
道
に
「
霊
性
化
の
途
を
進
ま
せ
」（
二
六
三
頁
）る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

五
、
結
　
　
　
び

　

二
〇
二
一
年
拙
稿
で
検
討
し
た
大
拙
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
と
同
様
、
神
道
に
関
わ
る
文
献
の
参
照
が
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
難
点
は

あ
る
も
の
の
、
彼
が
使
用
し
て
い
る
限
り
で
の
情
報
に
基
づ
い
た
『
日
本
の
霊
性
化
』
の
立
論
は
、
整
合
的
と
評
価
で
き
る
。
宗
教
現
象

に
お
け
る
ビ
リ
ー
フ
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
う
ち
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
面
が
ほ
ぼ
考
察
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
る
が（

（（
（

、
彼
の
仏
教

研
究
に
お
い
て
も
禅
語
録
や
依
経
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
妙
好
人
研
究
に
し
て
も
彼
ら
の
歌
や
聞
書
に
寄
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ビ
リ
ー
フ
に

傾
注
す
る
の
は
宗
教
経
験
に
力
点
を
置
く
大
拙
の
研
究
姿
勢
全
般
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
神
道
論
・
神
道
批
判
の
み
の
特
徴
と
は
云
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
彼
の
霊
性
概
念
の
重
要
な
背
景
の
一
つ
に
、
敦
煌
文
献
の
研
究
を
通
じ
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
己
に
仏
性
を
求
め
る
北
宗
禅

と
袂
を
分
か
っ
た
、
南
宗
禅
を
称
揚
す
る
見
解
を
導
い
た
こ
と（『
禅
の
思
想
』、『
禅
思
想
史
研
究
』
第
三
）
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
慧
能
以

降
の
南
宗
禅
の
禅
語
録
な
ど
に
見
ら
れ
る
宗
教
意
識
を
、
大
拙
は
僚
友
だ
っ
た
西
田
幾
多
郎
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
並
行
す
る

概
念
と
見
な
し
、
そ
れ
を
即
非
、
無
分
別
の
分
別
、
霊
性
的
直
覚（
自
覚
）な
ど
と
言
い
換
え
た
、
と
捉
え
た
。

　

対
し
て
神
道
に
、
こ
の
よ
う
な
一
種
の
一
元
論
（
対
極
に
あ
る
二
つ
の
概
念
が
不
二
で
あ
る
こ
と
、
例
え
ば
禅
定
体
験
に
お
け
る
否
定
を
媒
介
に

し
た
肯
定
）が
無
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
観
点
か
ら
神
道
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
拙
は
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て

う
ま
く
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
書
に
お
け
る
伊
弉
那
岐
命
は
黄
泉
か
ら
逃
げ
帰
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
か
、
神
道
に
は
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世
界
性
が
無
い
、
神
道
は
「
た
だ
の
神
」
を
起
点
と
し
て
霊
性
化
さ
れ
る
べ
き
、
あ
る
い
は
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
に
お
け
る
よ
う
に

神
道
は
死
や
代
受
苦
を
知
ら
な
い
、
祈
り
を
知
ら
な
い
、
若
し
く
は
折
口
信
夫
ら
と
の
座
談
会
で
の
よ
う
に
神
道
で
は
武
の
神
が
主
体
で

は
な
い
の
か
（
八
幡
神
の
例
）、
等
な
ど
。
本
書
で
和
辻
哲
郎
の
倫
理
学
的
な
天
照
大
御
神
論
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
言
説
を
抽
出
し
た
の

は
見
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
か
つ
て
短
い
期
間
同
僚
（
大
谷
大
学
で
）
だ
っ
た
知
己
の
議
論
を
相
対
化
し
た
も
の
で
し
か
な

か
っ
た
。

　

本
書
『
日
本
の
霊
性
化
』
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
本
稿
で
は
充
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
第
三
講
以
降
で
主
体
と
な

る
神
道
と
戦
前
の
国
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
そ
の
語
が
直
接
出
て
来
な
い
が
、
占
領
軍
の
神
道
指
令
で

云
わ
れ
た“State Shintoism

 (
国
家
神
道（
（（
（

) ”

を
批
判
す
る
こ
う
し
た
所
論
は
、
本
書
の
過
半
数
の
頁
に
及
ん
で
い
る
。
神
道
論
・
神
道
批

判
か
ら
離
れ
て
本
書
の
後
に
出
さ
れ
た
『
妙
好
人
』（
一
九
四
八
年
）に
お
い
て
さ
え
、「
霊
性
的
自
覚
」
と
「
国
体
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
」「
全
体

主
義
」
と
を
対
峙
さ
せ
る
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る（
旧
版
全
集
第
一
〇
巻
、
一
六
〇
―
一
六
一
頁
）。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
小
堀
桂
一
郎
が
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
に
つ
い
て
、「
米
占
領
軍
当
局
の
謀
略
宣
伝
の
受
売
り
以
上

の
も
の
で
は
な
い（

（（
（

」
と
酷
評
し
た
こ
と
を
想
起
せ
ず
に
お
れ
な
い
。
先
に
も
、
大
拙
が
占
領
軍
関
係
者
と
の
交
流
を
『
日
本
の
霊
性
化
』

第
六
講
で
触
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
近
年
、
具
体
的
に
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る（

（（
（

。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
占
領
軍
寄
り
と
思
わ
れ
る
議
論
の
展
開
さ
れ
る
『
日
本
の
霊
性
化
』
第
三
講
か
ら
第
七
講
ま
で
に
つ
い
て
詳

し
く
検
討
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
戦
争
責
任
を
全
て
神
道
に
負
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
大
拙
の
立
論
と
占
領
軍
の
宗
教
政
策
と
が
ど
れ
ほ
ど

関
連
性
を
持
つ
の
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
筆
者
と
し
て
は
大
拙
の
い
わ
ば
国
家
神
道
批
判
を
改
め
て
考
察
す
る
機
会
が
来
る
こ
と
を
、
期
し
て
待
ち
た
い

と
思
う
。
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註（
1
）�　

由
谷
裕
哉 

「
敗
戦
を
ま
た
ぐ
二
つ
の
神
道
論 : 

柳
田
國
男
「
敬
神
と
祈
願
」
と
鈴
木
大
拙
「
日
本
的
霊
性
的
自
覚
」
第
二
講
」（『
比
較
思
想

研
究
』
四
五
、
二
〇
一
九
年
）。
標
題
の
「
敗
戦
を
ま
た
ぐ
」
は
、
比
較
対
象
と
し
た
両
者
と
も
が
、
戦
時
下
に
講
演
さ
れ
た
か
、
講
演
予
定

だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
2
）�　

由
谷
裕
哉
「
鈴
木
大
拙
と
柳
田
國
男
の
占
領
初
期
に
お
け
る
神
道
・
神
社
論
」 （『
頸
城
野
郷
土
資
料
室
学
術
研
究
部
研
究
紀
要
』
六
―
二
四
、

二
〇
二
一
年
）。

（
3
）�　

関
一
敏
「「
東
国
の
学
風
」
に
つ
い
て
―
鈴
木
大
拙
と
柳
田
國
男

―
」（『
宗
教
研
究
』
八
四
―
四
、
二
〇
〇
一
年
）。
敗
戦
後
の
大
拙
に
よ
る

「
霊
性
」、
柳
田
に
よ
る
「
固
有
信
仰
」
そ
れ
ぞ
れ
の
提
唱
を
、「
敗
戦
後
の
あ
る
べ
き
日
本
像
を
全
力
で
読
み
解
く
老
翁
の
実
践
的
提
言
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

（
4
）�　

鎌
田
東
二
『
神
道
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
鎌
田
の
大
拙
批
判
は
多
岐
に
渡
り
、『
日
本
の
霊
性
化
』
に
触
れ

る
部
分
も
若
干
あ
る
も
の
の
、
主
眼
は
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
第
一
篇
で
神
道
に
「
宗
教
的
検
討
」
を
加
え
て
い
る
箇
所
（
旧
版
『
鈴
木
大

拙
全
集
』
第
八
巻
、
九
七
―
一
二
七
頁
）
に
対
す
る
反
批
判
で
あ
ろ
う
。
鎌
田
は
、
そ
こ
で
の
大
拙
に
よ
る
平
田
篤
胤
批
判
に
反
駁
し
、
平
田

篤
胤
お
よ
び
神
道
に
お
け
る
霊
性
観
に
説
き
進
む
の
で
、
大
拙
神
道
論
の
読
解
そ
の
も
の
か
ら
徐
々
に
外
れ
て
ゆ
く
。

（
5
）�　

小
堀
桂
一
郎
「
昭
和
期
神
道
理
解
の
二
局
面
―
鈴
木
大
拙
と
和
辻
哲
郎

―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
五
一
、
二
〇
一
四
年
）。
小
堀

の
大
拙
批
判
は
、
大
拙
が
「
無
條
件
降
伏
」
と
い
う
術
語
の
定
義
を
知
ら
な
か
っ
た
と
攻
撃
す
る
な
ど（
掲
載
誌
七
九
頁
）、
些
か
感
情
的
と
も

思
え
る
部
分
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
大
枠
は
鎌
田
著
書
と
同
じ
く
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
の
「
神
道
の
宗
教
的
検
討
」
箇
所
に
対
す
る
批
判

的
検
討
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
）�　

前
世
紀
に
お
け
る
『
日
本
の
霊
性
化
』
批
判
と
し
て
、
小
林
健
三
『
現
代
神
道
の
研
究
』（
理
想
社
、
一
九
五
六
年
）
が
あ
る
。
同
書
に
は

『
日
本
的
霊
性
』
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が（
二
六
―
三
三
頁
）、
主
た
る
批
判
の
対
象
は
『
日
本
の
霊
性
化
』
で
あ
る（
二

六
頁
、
三
三
―
四
四
頁
）。
当
該
箇
所
で
は
、『
日
本
の
霊
性
化
』
第
二
講
の
立
論
を
一
〇
に
分
け
て
概
要
し
、
と
く
に
八
と
九
で
大
拙
の
和
辻

説
批
判
を
大
き
く
と
り
あ
げ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
同
書
に
は
「
敗
戦
の
原
因
を
、
日
本
の
国
体
や
神
道
に
求
め
、
日
本
の
敗
戦
を
膝
を
打
っ

0

0

0

0

て
よ
ろ
こ
ぶ

0

0

0

0

0

」（
三
五
頁
、
傍
点
は
原
文
通
り
）な
ど
、
傍
点
の
よ
う
な
憶
測
を
含
む
表
現
が
散
見
す
る
。

（
7
）�　

占
領
期
に
お
け
る
大
拙
の
神
道
論
・
神
道
批
判
と
し
て
、
本
文
で
既
述
の
二
著
作
の
他
、「
東
洋
的
霊
性
の
直
覚
」（
初
出
一
九
四
六
年
、『
鈴

木
大
拙
全
集
』
第
二
一
巻
再
録
）ほ
か
、
一
〇
編
前
後
の
小
稿
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
8
）�　

末
木
文
美
土
は
、
大
拙
の
著
作
で
「
霊
性
」
の
語
が
現
れ
た
の
は
『
浄
土
系
思
想
論
』
で
あ
り
、『
日
本
的
霊
性
』
で
中
心
概
念
と
な
り
、

続
い
て
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』『
日
本
の
霊
性
化
』
が
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
以
外
で
は
「
重
要
性
を
も
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
。
末
木
「
大
拙
を
ど
う
読
む
か
？
―
〈
人
〉
の
思
想
を
中
心
に
」（
山
田
・
ブ
リ
ー
ン
編
『
鈴
木
大
拙　

禅
を
超
え
て
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
三
頁
。
末
木
は
こ
の
箇
所
で
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、『
禅
思
想
史
研
究
』
三
部
作
や
『
禅
の
思
想
』（
一
九
四
三

年
）も
末
木
の
云
う
「
こ
の
時
期
」（
末
木
論
文
掲
載
書
の
六
頁
で
「
第
三
期
」「
日
本
語
著
作
中
心
期
」
と
さ
れ
、
以
上
の
他
に
一
九
三
九
年
の

『
無
心
と
い
ふ
こ
と
』
か
ら
一
九
四
九
年
の
『
臨
済
の
基
本
思
想
』
ま
で
を
含
む
）に
該
当
す
る
の
で
、
筆
者
は
大
拙
「
霊
性
」
論
の
範
疇
に
入

れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

（
9
）�　

も
っ
と
も
、
大
拙
自
身
が
『
日
本
の
霊
性
化
』
の
「
序
」
で
「
三
部
作
」
と
い
う
表
現
で
は
な
い
が
、「
著
者
に
は
戦
時
中
に
書
い
た
『
日

本
的
霊
性
』
と
云
ふ
の
が
あ
り
、
又
戦
争
直
後
に
書
い
た
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
と
云
ふ
の
が
あ
る
」（
旧
版
全
集
第
八
巻
二
二
八
頁
）
と
し

て
い
る
。
と
は
い
え
、
二
〇
二
一
年
拙
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戦
時
下
に
お
け
る
大
拙
の
著
書
（
お
よ
そ
、
一
九
三
九
年
の
『
無
心
と
い

ふ
こ
と
』
か
ら
一
九
四
四
年
の
『
日
本
的
霊
性
』
ま
で
）
に
は
、
内
務
省
に
よ
る
検
閲
に
配
慮
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
表
現
が
、
大
な
り
小
な

り
見
ら
れ
、
そ
れ
は
『
日
本
的
霊
性
』
で
も
同
じ
で
あ
る（
例
え
ば
、「「
大
東
亜
」
を
引
く
く
つ
て
一
つ
に
し
て
、
そ
れ
を
動
か
す
思
想
」、
旧

版
全
集
第
八
巻
七
一
頁
）。
そ
の
こ
と
か
ら
、
大
拙
自
身
が
そ
う
し
た
戦
局
に
迎
合
し
た
表
現
の
若
干
含
ま
れ
る
『
日
本
的
霊
性
』
を
、
こ
と

さ
ら
占
領
期
の
神
道
論
と
繋
げ
て
読
者
に
理
解
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
文
に
記
し
た
う
ち
少
な

く
と
も
『
浄
土
系
思
想
論
』
お
よ
び
『
禅
の
思
想
』
は
、『
日
本
的
霊
性
』
よ
り
前
に
出
さ
れ
て
「
霊
性
」
を
主
要
な
分
析
枠
組
の
一
つ
と
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
総
称
は
大
拙
自
身
に
よ
り
意
図
的
に
ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

（
10
）�　
『
日
本
の
霊
性
化
』
序
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
一
九
四
六
年
六
月
に
大
谷
大
学
で
五
回
行
わ
れ
た
講
演
の
筆
記
に
基
づ
く
と
あ
る（
旧
版
全
集
第

八
巻
、
二
二
七
頁
）。
新
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
の
は
同
年
一
一
月
三
日
な
の
で
、
第
七
講
に
お
い
て
新
憲
法
の
精
神
を
称
揚
す
る
文
言
は
、
後

日
の
追
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
11
）�　

大
拙
の
神
道
論
の
分
析
と
し
て
は
、『
日
本
的
霊
性
』
に
限
定
さ
れ
た
考
察
で
は
あ
る
が
、
大
熊
玄
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
神
道
と
「
霊
性
」

の
比
較
」（『
比
較
思
想
研
究
』
四
四
、
二
〇
一
八
年
）、
が
あ
っ
た
。
大
熊
論
文
が
抽
出
し
た
大
拙
に
よ
る
神
道
批
判
の
要
点
は
、
こ
の
世
の
肯

定
も
否
定
も
含
み
込
む
「
絶
対
の
大
悲
」、
す
な
わ
ち
「
日
本
的
霊
性
」
に
対
し
、
神
道
に
豊
富
な
肯
定
的
「
日
本
的
な
る
も
の
」
に
は
そ
れ

が
無
い
、
と
い
う
点
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）�　

鎌
田
東
二
本
と
小
堀
桂
一
郎
論
文
が
批
判
の
対
象
と
し
た
「
神
道
の
宗
教
的
検
討
」
ａ
か
ら
ｐ
（
旧
版
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
九
巻
、
九
七
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―
一
二
七
頁
）
は
、
確
か
に
箇
条
書
き
で
分
か
り
や
す
い
が
、
二
〇
二
一
年
拙
稿
で
議
論
し
た
よ
う
に
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
と
い
う
本
全

体
を
表
象
し
て
は
い
な
い
。
小
林
健
三
に
よ
る
『
日
本
の
霊
性
化
』
批
判
も
、
概
要
し
て
い
る
の
は
同
書
の
第
二
講
の
み
。
か
つ
、
三
者
と
も

大
拙
の
霊
性
概
念
を
踏
ま
え
た
検
討
で
は
な
く
、
と
く
に
鎌
田
東
二
本
は
、
鎌
田
自
身
の
霊
性
観
へ
と
議
論
を
進
め
て
ゆ
く
。

（
13
）�　

東
郷
茂
彦
「
鈴
木
大
拙
の
神
道
・
近
代
日
本
「
批
判
」
へ
の
問
い
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
二

二
年
）。

（
14
）�　

一
九
四
七
年
一
〇
月
に
折
口
信
夫
、
横
山
秀
夫
ほ
か
神
道
・
神
社
関
係
者
が
松
ヶ
岡
文
庫
に
大
拙
を
訪
ね
て
行
わ
れ
た
座
談
会
。
初
出
は

『
悠
久
』
第
四
号（
一
九
四
八
年
）で
、
安
藤
礼
二（
編
）『
折
口
信
夫
対
話
集
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）に
再
録
。

（
15
）�　

東
郷
二
〇
二
二
年
論
文
で
は
こ
の
会
議
の
詳
細
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
年
月
日
か
ら
お
そ
ら
く
同
じ
会
合
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し

て
、
大
拙
は
、
全
日
本
宗
教
平
和
会
議（
一
九
四
七
年
五
月
の
新
憲
法
施
行
を
祝
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
お
よ
び
日
本
政
府
の
肝
い
り
で
行
わ
れ
た
）の
地

域
別
分
科
会
の
最
終
と
し
て
同
年
一
一
月
三
、
四
日
に
開
催
さ
れ
た
、
京
都
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。
そ
こ
で
大
拙
は
、「
神
社
神
道
に
は
武

の
神
は
あ
っ
て
も
愛
の
神
、
慈
悲
の
神
が
な
い
。
だ
か
ら
宗
教
と
し
て
は
未
発
展
の
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
非
難
し
た
由
で
あ
る
（
引
用
の
前

半
は
、
東
郷
論
文
一
〇
六
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
）。
ア
リ
ス
・
フ
リ
ー
マ
ン
「
鈴
木
大
拙
に
よ
る
「
日
本
的
霊
性
」
と
仏
教

の
戦
争
責
任
へ
の
問
い
―
占
領
期
日
本
の
も
う
一
つ
の
歴
史（
一
九
四
五
―
一
九
五
二
）」（
前
掲
註（
9
）『
鈴
木
大
拙
―
禅
を
超
え
て
』）、
三
〇
七
頁
。

な
お
、
同
会
議
の
一
九
四
七
年
五
月
五
日
か
ら
八
日
に
築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
本
大
会
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
詳
細
な
情
報
が
次
の
論
考

に
載
り
、「
協
議
員
名
簿
」
に
大
拙
の
名
前
も
出
て
い
る
。
藤
田
富
雄
「
全
日
本
宗
教
平
和
会
議
」（『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
一
〇
、
一
九
九

二
年
）。
な
お
、
本
文
お
よ
び
註（
16
）で
後
述
す
る
葦
津
珍
彦
も
、
同
じ
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）�　
『
葦
津
珍
彦
選
集
』（
一
）（
神
社
新
報
社
、
一
九
九
六
年
）に
収
録
さ
れ
た
神
社
本
庁
教
学
部
長
・
渋
川
謙
一
宛
て
一
九
七
七
年
五
月
付
け
書
簡

の
う
ち
、
掲
載
書
に
「
柳
田
国
男
、
折
口
信
夫
の
こ
と
」
と
題
さ
れ
た
記
事（
三
二
二
―
三
三
三
頁
）に
、
大
凡
以
下
の
よ
う
な
折
口
・
柳
田
批

判
が
あ
る
。
ま
ず
、
民
俗
学
自
体
が
占
領
軍
に
対
し
て
利
敵
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
折
口
柳
田
が
「
神
道
対
米
軍
と
の
対
決
に
お
い
て
、
利

敵
行
為
者
で
あ
る
」
こ
と
は
明
白
だ
と
し
て
い
る
。
折
口
の
場
合
、「
非
民
族
、
非
皇
室
の
神
道
宗
教
を
立
て
」
て
（
三
二
四
頁
）
連
合
国
を
満

足
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
、
柳
田
に
関
し
て
は
ア
カ
ハ
タ
記
事
「
私
は
共
産
党
に
投
票
す
る
」、
ま
た
彼
の
常
民
概
念
が
当
初
は
農
民
を
意
味

し
て
い
た
の
に
、
占
領
が
終
わ
る
と
「
皇
室
も
常
民
に
含
む
」（
三
二
九
頁
）
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
葦
津
は
、
柳
田
ら
を
曲
学

阿
世
の
徒
と
呼
ん
で
い
る（
同
頁
）。
こ
の
よ
う
な
葦
津
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
柳
田
折
口
よ
り
は
る
か
に
占
領
軍
と
近
か
っ
た
筈
の
大
拙
を
、

な
ぜ
彼
は
「
曲
学
阿
世
の
徒
」
と
攻
撃
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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（
17
）�　

大
拙
自
身
が
、「
国
家
の
こ
と
は
、
学
問
的
に
何
も
ま
と
ま
つ
て
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
」
と
述
懐
し
て
い
る
。「
国
家
と
宗
教
（
昭
和
二
十
三

年
九
月
）」（
旧
版
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
九
巻
）、
二
七
一
頁
。

（
18
）�　

御
進
講
は
、
一
九
四
六
年
四
月
二
三
日
と
二
四
日
に
行
わ
れ
た
。
講
演
内
容
を
元
に
英
文
著
作 T

he E
ssence of B

uddhism
 

が
同
年
に
編
ま

れ
て
英
国
で
出
版
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
仏
教
の
大
意
』
が
一
九
四
七
年
に
法
藏
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

（
19
）�　

前
掲
註（
15
）フ
リ
ー
マ
ン
論
文
の
三
〇
七
―
三
一
九
頁
に
、
大
拙
と
占
領
軍
関
係
者
と
の
交
流
の
一
端
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ

い
て
は
、
本
文
で
再
度
触
れ
る
。

（
20
）�　

前
掲
註（
8
）末
木
論
文
、
一
二
―
一
三
頁
。

（
21
）�　

大
拙
の
「
即
非
」
の
論
理
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
例
え
ば
竹
村
牧
男
は
、
一
九
四
一
年
の
『
禅
へ
の
道
』
で
こ
の
論
理

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
竹
村
『
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙　

そ
の
魂
の
交
流
に
聴
く
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
八

頁
）。
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
一
つ
と
し
て
立
川
武
蔵
が
、
金
剛
般
若
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
鳩
摩
羅
什
に
よ
る
漢
訳
と
に
微
妙
な
差

異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
拙
の
立
論
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
大
拙
が
「
Ａ
が
Ａ
だ
と
い
う
の
は
、
Ａ
は
Ａ
で
な
い
」
云
々
と
論
証
し
た
い

場
合
に
引
用
す
る
金
剛
経
の
漢
訳
「
仏
説
般
若
波
羅
密
、
即
非
般
若
波
羅
密
」
で
、
後
の
「
即
非
」
が
付
く
文
言
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文

を
「
Ａ
は
Ａ
で
な
い
」
と
す
る
の
は
、「
正
確
な
訳
で
は
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
立
川
「
戦
前
・
戦
中
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
思
想
批
判
」

（『
東
海
佛
教
』
六
一
、
二
〇
一
六
年
）、
八
―
九
頁
。

（
22
）�　

西
田
幾
多
郎
の
論
文
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
は
、
一
九
三
九
年
三
月
に
『
思
想
』
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
大
拙
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
は
い
え
、
大
拙
が
本
格
的
に
「
霊
性
」
概
念
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
る
『
浄
土
系
思
想
論
』
所
収
論
文
は
、
こ

の
後
に
成
稿
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）�　

こ
の
問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
北
野
裕
通
「
大
地
と
日
本
的
霊
性
的
自
覚
」（『
宗
教
研
究
』
六
五
―
一
、
一
九
九
一
年
）、
が
あ
っ

た
。

（
24
）�　

一
九
四
四
年
刊
の
『
日
本
的
霊
性
』
に
妙
好
人
浅
原
才
市
に
つ
い
て
、
二
年
ほ
ど
前
に
西
谷
啓
治
か
ら
聞
い
た
旨
の
記
載
が
あ
る
（
旧
版
全

集
第
八
巻
、
一
八
二
頁
）。
大
拙
は
、
上
記
書
に
比
較
的
近
い
時
期
の
著
作
と
し
て
、
一
九
四
三
年
刊
の
『
宗
教
経
験
の
事
実
』
で
も
妙
好
人

讃
岐
の
庄
松
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
有
と
無
、
物
と
心
な
ど
を
対
峙
さ
せ
る
枠
組
、
お
よ
び
即
非
の
論
理
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

ら
を
霊
性
お
よ
び
霊
性
的
自
覚（
あ
る
い
は
霊
性
的
直
覚
）と
い
っ
た
表
現
で
分
析
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

（
25
）�　

蓮
沼
直
應
は
、
大
拙
の
云
う
「
霊
性
」
が
中
国
仏
教
の
体
用
論
に
お
け
る
「
体
」
に
、「
霊
性
的
自
覚
」
が
「
用
」
に
該
当
す
る
と
述
べ
て



鈴木大拙『日本の霊性化』における神道論（由谷）47

い
る
。
蓮
沼
『
鈴
木
大
拙
―
そ
の
思
想
構
造
』（
春
秋
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
二
一
二
頁
。
さ
ら
に
蓮
沼
は
、
大
拙
が
北
宗
禅
の
よ
う
な
体
と
用

と
を
峻
別
す
る
見
方
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
敦
煌
文
献
の
研
究
を
経
て
南
宗
禅
に
見
ら
れ
る
体
用
一
致
の
考
え
方
に
変
わ
る
の
を
、

一
九
三
〇
年
代
の
後
半
と
捉
え
て
い
る（
同
書
二
三
〇
―
二
三
九
頁
）。

（
26
）�　

別
天
神
論
争（
神
典
擁
護
運
動
）、
お
よ
び
そ
れ
に
関
わ
っ
た
今
泉
定
助
と
星
野
輝
興
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
論
考
を
参
照
し
た
。
佐
野
和
史

「
昭
和
十
七
年
の
別
天
神
論
争
」（『
神
道
学
』
一
二
九
、
一
九
八
六
年
）、
葦
津
珍
彦
「
戦
中
非
常
時
の
国
家
神
道
」（
葦
津
『
新
版　

国
家
神
道

と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
神
社
新
報
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
昆
野
伸
幸
「
日
本
主
義
の
系
譜
―
近
代
神
道
論
の
展
開
を
中
心
に
」（『
岩
波
講
座　

日

本
の
思
想
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）、
神
杉
靖
嗣
「
星
野
輝
興
・
弘
一
の
神
道
学
説
を
め
ぐ
っ
て
」（
阪
本
是
丸〈
責
任
編
集
〉『
昭

和
前
期
の
神
道
と
社
会
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）。

（
27
）�　

菅
浩
二
「
神
権
政
治
と
世
俗
的
動
員
の
間
に
―
「
国
家
神
道
」
と
総
力
戦

―
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
、

二
〇
〇
八
年
）。
本
文
で
続
く
引
用
の
最
初
は
掲
載
誌
三
二
四
頁
、
次
は
同
三
一
七
頁
。

（
28
）�　

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
「
鈴
木
大
拙
と
神
道
―
批
判
の
構
造
」（
前
掲
註（
9
）『
鈴
木
大
拙
―
禅
を
超
え
て
』） 

、
二
九
〇
―
二
九
一
頁
。

（
29
）�　

前
掲
註（
7
）に
記
し
た
大
拙
の
占
領
期
に
お
け
る
神
道
論
・
神
道
批
判
の
一
つ
で
あ
る
「
国
家
と
宗
教（
昭
和
二
十
三
年
九
月
）」
で
は
「
国

家
神
道
」
の
語
が
記
さ
れ
、「
狂
信
性
と
迷
信
性
と
を
帯
び
た
行
過
ぎ
愛
国
情
緒
」
な
ど
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
旧
版
全
集
第
九
巻
二
八

一
頁
。

（
30
）�　

前
掲
註（
5
）小
堀
論
文
、
八
五
頁
。

（
31
）�　

次
の
論
文
に
、「
戦
後
数
年
の
う
ち
に
、
大
拙
の
も
と
に
は
ふ
た
た
び
欧
米
か
ら
の
は
ば
ひ
ろ
い
来
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ

の
な
か
に
は
、
日
本
の
禅
研
究
に
興
味
を
も
つ
進
駐
軍
の
関
係
者
や
そ
の
他
の
外
国
人
な
ど
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ャ
フ
ィ

「
い
ま
、
大
拙
を
読
む
」（『
思
想
』
一
〇
八
二
、
二
〇
一
四
年
）、
九
九
頁
。
ま
た
次
の
論
文
に
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
被
告
人
側
の
弁
護

士
を
務
め
て
い
た R

ichard D
e M

artino 

お
よ
び
同
裁
判
所
の
法
廷
記
者
だ
っ
た P

hillip K
apleau

双
方
と
、
大
拙
と
の
交
流
に
つ
い
て
記
載

が
あ
る
。
ス
テ
フ
ァ
ン
・
Ｐ
・
グ
レ
イ
ス
「
鈴
木
大
拙
の
研
究
―
現
代
「
日
本
」
仏
教
の
自
己
認
識
と
そ
の
「
西
洋
」
に
対
す
る
表
現

―
」（
駒
澤

大
学
大
学
院
博
士
論
文
、
二
〇
一
五
年
）、
一
四
五
―
一
四
六
頁
。
デ
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
お
よ
び
カ
プ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
15
）
フ
リ
ー

マ
ン
論
文
、
三
〇
八
―
三
一
二
頁
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
金
沢
大
学
客
員
研
究
員
）


